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はじめに

このマニュアルでは、Cisco Catalyst 6840-Xスイッチのハードウェア機能について説明します。
スイッチの物理特性およびパフォーマンス特性を紹介するとともに、スイッチの設置方法および

トラブルシューティングについて説明します。

このマニュアルには、表示されるシステムメッセージの説明およびスイッチの設定手順は記載

されていません。

• 表記法, vii ページ

• 関連資料, ix ページ

• マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート, ix ページ

表記法
このマニュアルでは、次の表記法を使用しています。

説明表記法

^記号と Ctrlは両方ともキーボードの Control（Ctrl）キーを表します。
たとえば、^Dまたは Ctrl+Dというキーの組み合わせは、Ctrlキーを押
しながらDキーを押すことを意味します（ここではキーを大文字で表記
していますが、小文字で入力してもかまいません）。

^または Ctrl

コマンド、キーワード、およびユーザが入力するテキストは太字で記載

されます。

太字

文書のタイトル、新規用語、強調する用語、およびユーザが値を指定す

る引数は、イタリック体で示しています。

Italicフォント

システムが表示する端末セッションおよび情報は、courierフォントで

示しています。

courierフォント

Catalyst 6840-X スイッチシリーズハードウェアインストレーションガイド
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説明表記法

太字の courierフォントは、ユーザが入力しなければならないテキスト

を示します。

太字の courierフォン

ト

角カッコの中の要素は、省略可能です。[x]

構文要素の後の省略記号（3つの連続する太字ではないピリオドでスペー
スを含まない）は、その要素を繰り返すことができることを示します。

...

パイプと呼ばれる縦棒は、一連のキーワードまたは引数の選択肢である

ことを示します。

|

どれか 1つを選択できる省略可能なキーワードは、角カッコで囲み、縦
棒で区切って示しています。

[x | y]

どれか 1つを選択しなければならない必須キーワードは、波カッコで囲
み、縦棒で区切って示しています。

{x | y}

角カッコまたは波カッコが入れ子になっている箇所は、任意または必須

の要素内の任意または必須の選択肢であることを表します。角カッコ内

の波カッコと縦棒は、省略可能な要素内で選択すべき必須の要素を示し

ています。

[x {y | z}]

引用符を付けない一組の文字。stringの前後には引用符を使用しません。
引用符を使用すると、その引用符も含めて stringとみなされます。

string

パスワードのように出力されない文字は、山カッコで囲んで示していま

す。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコで囲んで示

しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合には、コ
メント行であることを示します。

!、#

読者への警告の表記法

このマニュアルでは、読者への警告に次の表記法を使用しています。

「注釈」です。役立つ情報やこのマニュアルに記載されていない参照資料を紹介しています。（注）
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「問題解決に役立つ情報」です。ヒント

「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されて

います。

注意

時間を節約する方法です。ここに紹介している方法で作業を行うと、時間を短縮できます。ワンポイントアドバイス

安全上の重要事項

「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されています。機器の取り扱

い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止対策に留意してくださ

い。各警告の最後に記載されているステートメント番号を基に、装置に付属の安全についての

警告を参照してください。ステートメント 1071

これらの注意事項を保存しておいてください。

警告

関連資料

スイッチの設置またはアップグレードを実施する前に、スイッチのリリースノートを参照し

てください。

（注）

• Catalyst 6840-Xスイッチのマニュアル： http://www.cisco.com/c/en/us/support/switches/
catalyst-6800-series-switches/tsd-products-support-series-home.html

• Cisco SFPおよび SFP+モジュールのマニュアル（互換性マトリクスを含む） http://
www.cisco.com/en/US/products/hw/modules/ps5455/tsd_products_support_series_home.html

マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート
マニュアルの入手方法、テクニカルサポート、その他の有用な情報について、次の URLで、毎
月更新される『What's New in Cisco Product Documentation』を参照してください。シスコの新規お
よび改訂版の技術マニュアルの一覧も示されています。

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/general/whatsnew/whatsnew.html

『What's New in Cisco Product Documentation』は RSSフィードとして購読できます。また、リー
ダーアプリケーションを使用してコンテンツがデスクトップに直接配信されるように設定するこ
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ともできます。RSSフィードは無料のサービスです。シスコは現在、RSSバージョン2.0をサポー
トしています。
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第 1 章

製品概要

Catalyst 6840-Xスイッチファミリは、冗長電源装置をサポートする 4個の固定アグリゲーション
スイッチで構成されます。シャーシには、10ギガビット SFP+、1ギガビット SFP、または
100BASE-FX SFPの固定ポートが 16/24/32/40個あり、一部のスイッチモデルでは 40ギガビット
アップリンクポートもあります。

• スイッチのモデル, 1 ページ

• 前面パネルのコンポーネント, 2 ページ

• 背面パネル, 22 ページ

スイッチのモデル

表 1：スイッチのモデル

説明スイッチモデル

10ギガビット SFP+ポート（16個）、電源スロット（2
個）

Catalyst 6816-X-LE

10ギガビット SFP+ポート（32個）、電源スロット（2
個）

Catalyst 6832-X-LE

10ギガビット SFP+ポート（24個）、40ギガビット
QSFP+アップリンクポート（2個）、電源スロット（2
個）

Catalyst 6824-X-LE-40G

10ギガビット SFP+ポート（40個）、40ギガビット
QSFP+アップリンクポート（2個）、電源スロット（2
個）

Catalyst 6840-X-LE-40G
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前面パネルのコンポーネント

図 1：Catalyst 6816-X-LE
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コンソールポート（RJ-45シリアル）610G SFP+ポート、または 100 MBまたは
1G SFP光ファイバポート（16個）

1

イーサネット管理 SFPポート7アースパッド2

システム ID（青色ビーコン LED）8USBミニタイプ Bコンソールポート3

リセットボタン9USBタイプ Aホストポート4

電源スロット（2個）
1

10イーサネット管理 RJ-45ポート5
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1
注文された電源装置がスイッチに取り付けられています。2番めの電源装置が注文されていない場合は、ブランクパネルが取り付けられてい
ます。

図 2：Catalyst 6832-X-LE

コンソールポート（RJ-45シリアル）610G SFP+ポートまたは 100 MBまたは 1G
SFP光ファイバポート（32個）

1
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イーサネット管理 SFPポート7アースパッド2

システム ID（青色ビーコン LED）8USBミニタイプ Bコンソールポート3

リセットボタン9USBタイプ Aホストポート4

電源スロット（2個）
2

10イーサネット管理 RJ-45ポート5
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2
注文された電源装置がスイッチに取り付けられています。2番めの電源装置が注文されていない場合は、ブランクパネルが取り付けられてい
ます。

図 3：Catalyst 6824-X-LE-40G

イーサネット管理 SFPポート710G SFP+ポートまたは 100 MBまたは 1G
SFP光ファイバポート（24個）

1
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40G QSFP+アップリンクポート（2個）8アースパッド2

システム ID（青色ビーコン LED）9USBミニタイプ Bコンソールポート3

リセットボタン10USBタイプ Aホストポート4

電源スロット（2個）
3

11イーサネット管理 RJ-45ポート5

コンソールポート（RJ-45シリアル）6
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3
注文された電源装置がスイッチに取り付けられています。2番めの電源装置が注文されていない場合は、ブランクパネルが取り付けられてい
ます。

図 4：Catalyst 6840-X-LE-40G

40G QSFP+アップリンクポート（2個）710G SFP+ポートまたは 100 MBまたは 1G
SFP光ファイバポート（40個）

1
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イーサネット管理 SFPポート8アースパッド2

システム ID（青色ビーコン LED）9USBミニタイプ Bコンソールポート3

リセットボタン10USBタイプ Aホストポート4

電源スロット（2個）
4

11イーサネット管理 RJ-45ポート5

コンソールポート（RJ-45シリアル）6

4
注文された電源装置がスイッチに取り付けられています。2番めの電源装置が注文されていない場合は、ブランクパネルが取り付けられてい
ます。

SFP および SFP+ トランシーバモジュールポート
シャーシには、10ギガビットイーサネット SFP+または 100BASE-FX光ファイバトランシーバ
モジュールのポートが 16/24/32/40個含まれています。すべてのポートは、1ギガビット SFP、10
ギガビット SFP+、または一部のスイッチモデルでは 40ギガビットアップリンクポートを 2個
搭載した 100BASE-FX光ファイバ SFPモジュールをサポートします。

ポートは、Cisco Trust Security（CTS）および仮想スイッチリンク（VSL）もサポートしているほ
か、1ギガビット/10ギガビット/40ギガビットのどのモードでも Instant Access（IA）ペアレント
として運用できます。

SFPモジュールおよび SFP+トランシーバモジュールは、銅線または光ファイバ接続を使用して
他の装置と接続できます。これらのトランシーバモジュールは現場交換可能であり、SFPモジュー
ルスロットに取り付けられることにより、アップリンクインターフェイスを提供します。SFPト
ランシーバモジュールは光ファイバ接続用の LCコネクタ、または銅線接続用の RJ-45コネクタ
を備えています。

サポートされる SFPおよび SFP+モジュールの一覧については、スイッチのデータシート（http:/
/www.cisco.com/c/en/us/products/collateral/switches/catalyst-6800-series-switches/
datasheet-c78-734470.html）を参照してください。

奇数番号のポートは上段、偶数番号のポートは下段にあります。次の図に、スイッチの各モデル

におけるポートと LEDの番号割り当てを示します。このセクションでは、10ギガビットポート
と 40ギガビットポートとの間のポートマッピングも示します。

Catalyst 6840-X スイッチシリーズハードウェアインストレーションガイド
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Catalyst 6816-X-LE

図 5：10G ネイティブのポートの番号付け

表 2：Catalyst 6816-X-LE のポートマッピング

設定可能な 40 ギガビットポート510 ギガビットポート

171、2、3、4

185、6、7、8

199、10、11、12

2013、14、15、16

5 10 Gポートを 40 Gポートとして機能するように設定するには、アダプタケーブルを使用して、一方のスイッチにある 4個の 10G SFP+ポー
トを、もう一方のスイッチにある 40G QSFPポートに接続する必要があります。

Catalyst 6832-X-LE

図 6：10G ネイティブのポートの番号付け
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表 3：Catalyst 6832-X-LE のポートマッピング

設定可能な 40 ギガビットポート610 ギガビットポート

331、2、3、4

345、6、7、8

359、10、11、12

3613、14、15、16

3717、18、19、20

3821、22、23、24

3925、26、27、28

4029、30、31、32

6 10 Gポートを 40 Gポートとして機能するように設定するには、アダプタケーブルを使用して、一方のスイッチにある 4個の 10G SFP+ポー
トを、もう一方のスイッチにある 40G QSFPポートに接続する必要があります。

Catalyst 6824-X-LE-40G

図 7：10G ネイティブのポートの番号付け

表 4：Catalyst 6824-X-LE のポートマッピング

設定可能な 40 ギガビットポート710 ギガビットポート

351、2、3、4

365、6、7、8

379、10、11、12

3813、14、15、16

3917、18、19、20

Catalyst 6840-X スイッチシリーズハードウェアインストレーションガイド
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設定可能な 40 ギガビットポート710 ギガビットポート

4021、22、23、24

7 10 Gポートを 40 Gポートとして機能するように設定するには、アダプタケーブルを使用して、一方のスイッチにある 4個の 10G SFP+ポー
トを、もう一方のスイッチにある 40G QSFPポートに接続する必要があります。

設定可能な 10 ギガビットポート840 ギガビットネイティブポート

27、28、29、3025

31、32、33、3426

8 40 Gポートを 10 Gポートとして機能するように設定するには、4本の SFP+アクティブ光ブレイクアウトケーブルに分岐する Cisco QSFPを
使用して、一方のスイッチにある 40G QSFPポートを、もう一方のスイッチにある 4個の 10G SFP+ポートに接続する必要があります。

Catalyst 6840-X-LE-40G

図 8：10G ネイティブのポートの番号付け

表 5：Catalyst 6840-X-LE のポートマッピング

設定可能な 40 ギガビットポート910 ギガビットポート

511、2、3、4

525、6、7、8

539、10、11、12

5413、14、15、16

5517、18、19、20
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設定可能な 40 ギガビットポート910 ギガビットポート

5621、22、23、24

5725、26、27、28

5829、30、31、32

5933、34、35、36

6037、38、39、40

9 10 Gポートを 40 Gポートとして機能するように設定するには、アダプタケーブルを使用して、一方のスイッチにある 4個の 10G SFP+ポー
トを、もう一方のスイッチにある 40G QSFPポートに接続する必要があります。

設定可能な 10 ギガビットポート1040 ギガビットネイティブポート

43、44、45、4641

47、48、49、5042

10 40 Gポートを 10 Gポートとして機能するように設定するには、4本の SFP+アクティブ光ブレイクアウトケーブルに分岐する Cisco QSFPを
使用して、一方のスイッチにある 40G QSFPポートを、もう一方のスイッチにある 4個の 10G SFP+ポートに接続する必要があります。

電源スロット

シャーシには 2つの電源スロットがあり、 AC入力電源装置または DC入力電源装置、またはい
ずれかの 1台を搭載できます。シャーシの出荷時には、あらかじめ電源スロットに電源装置が取
り付けられています。電源装置の注文が 1台のみの場合は、空の電源スロットにブランクカバー
が取り付けられています。電源装置を取り付けない場合には、このカバーを取り付けたままにし

ておく必要があります。

表 6：スイッチでサポートされる電源

電源モジュールスイッチ

750 Wおよび 1100 WCatalyst 6816-X-LE

750 Wおよび 1100 WCatalyst 6832-X-LE

750 Wおよび 1100 WCatalyst 6824-X-LE-40G

1100 W

Catalyst 6840-X-LE-40Gスイッチの電
源スロットに 750 Wの電源を挿入す
ると、スイッチは起動に失敗します。

（注）

Catalyst 6840-X-LE-40G
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関連トピック

前面パネルのコンポーネント

Management Port
管理ポートは、ルートプロセッサに直接接続された10/100/1000の銅線イーサネットポートです。
スイッチにはファイバポートも搭載され、イーサネット管理ポートとして使用できます。TFTP
イメージのダウンロード、ネットワーク管理、SNMP、Telnet、SSH接続をサポートします。管理
ポートは、システム内の他のポートから分離され、専用の管理 VRFにあります。EARL転送ロ
ジックの一部ではありません。管理ポートは、システムに高い負荷がある場合でも、CPUへのダ
イレクトアクセスを提供します。

管理ポートは、ホストモードのレイヤ 3ポートであり、ルータで終端するトラフィックのみを受
け入れます。このポートは、自分自身と他のポート間のパケットのルーティングを行いません。

このポートは、以下のパケットタイプのみを処理し、それらを適切にエンキューします。

•アドレス解決プロトコル（ARP）

• IPv4ユニキャスト

• IPv6ユニキャスト

• Cisco Discovery Protocol（CDP）

•リンク層検出プロトコル（LLDP）

関連トピック

前面パネルのコンポーネント

ミニ USB タイプ B コンソールポート
ミニUSB 2.0タイプ Bコンソールポートは、ルートプロセッサへの 2番目のコンソール接続とし
て機能します。USBコンソールポート接続では、ミニUSB 2.0ケーブルを使用します。USBコン
ソールインターフェイス速度は、RJ-45コンソールインターフェイス速度と同じです。

Windowsコンピュータには、USBポートのドライバが必要です。USBポートを使用する前に、必
要なドライバを次のURLからコンピュータにダウンロードしてください。https://software.cisco.com/
download/release.html?mdfid=282979369&softwareid=282855122&release=3.1

デフォルトでは、USB優先モードがポートで有効ですが、モードはコマンドラインインターフェ
イス（CLI）を使用して一時変更できます。このポートが USB優先モードの場合に、両方のポー
トが接続されると、RJ-45コンソールポートが無効化されます。CLIを使用して USBコンソール
インターフェイスを設定する方法の詳細については、『Catalyst 6500ソフトウェアコンフィギュ
レーションガイド』を参照してください。

    Catalyst 6840-X スイッチシリーズハードウェアインストレーションガイド
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関連トピック

前面パネルのコンポーネント

USB タイプ A ポート
USB 2.0タイプ Aポート（disk0）は、このスイッチで唯一の外部ストレージインターフェイスで
す。このポートは、ルートプロセッサに接続されており、このプロセッサを使用して Cisco IOS
ソフトウェアがこのポートにアクセスできるようになります。このポートは、128 MB～ 8 GBの
容量のCiscoUSBフラッシュドライブをサポートします（ポート密度が128Mb、256MB、1GB、
4 GB、8 GBのUSBデバイスがサポートされます）。Cisco IOSソフトウェアは、フラッシュデバ
イスに対する標準ファイルシステムアクセス（読み取り、書き込み、消去、コピー）を提供しま

す。このソフトウェアには、FATファイルシステム（FAT32、FAT16）でフラッシュデバイスを
フォーマットする機能もあります。

関連トピック

前面パネルのコンポーネント

コンソールポート

コンソールポートは、9600ボーの速度およびデータ 8ビット、パリティビットなし、ストップ
ビット 1ビットで動作するシリアルコンソールを持つルートプロセッサにアクセスするための汎
用非同期送受信機（UART）のサポートを提供する RJ-45ポートです。

関連トピック

前面パネルのコンポーネント

システムリセットボタン

このくぼんだ部分に取り付けられているボタンが、システムのリセットボタンです。ボタンを押

すと、ルートプロセッサがダウンします。

関連トピック

前面パネルのコンポーネント

ファントレイ

ファントレイは、シャーシ全体を冷却し、条件がしきい値を超えると、環境モニタとインター

フェイスしてアラームを生成します。ファントレイは活性挿抜（OIR）をサポートします。

ファントレイには、可変速設定可能な 4個の高効率ファンと温度センサーが含まれています。1
個のファンが故障した場合、残りのファンの速度が増加し、マイナーアラームが生成されます。

重大なファントレイの障害が発生した場合は、システムがシャットダウンされます。個々のファ

Catalyst 6840-X スイッチシリーズハードウェアインストレーションガイド
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ンは現場交換できません。重大なファントレイの障害発生時にはファントレイ全体を交換する必

要があります。ファンの詳細については、ファントレイの取り外し, （71ページ）を参照してく
ださい。

関連トピック

前面パネルのコンポーネント

ファントレイ（LED）, （20ページ）
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LED インジケータ
スイッチのLEDにより、スイッチの動作やパフォーマンスを監視できます。また、ファントレイ
アセンブリ、電源装置のステータスも監視できます。

図 9：ステータス、ファン、およびシステム ID LED
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ステータス LED
ステータス LEDは、システムの状態を示します。

表 7：ステータス LED インジケータ

説明カラー/ステート

システムは使用できません。消灯

システムは正常に動作しており、アラームはありません。グリーン

システムでマイナー環境アラームが発生しました。オレンジ

システムでメジャー環境アラームが発生しました。赤

システム ID LED
システム ID（青色ビーコン）LEDは、スイッチに注意が必要なことを示すためにオペレータがプ
ロビジョニングできます。

表 8：システム ID LED インジケータ

説明カラー/ステート

システムに注意が必要です。青色に点滅

管理ポートの LED
次の表に、管理ポートの LEDを示します。

表 9：管理ポートの LED インジケータ

説明カラー/ステート

ポートはプロビジョニングされていません。消灯

ポートはプロビジョニングされていますが、管理には使用で

きません。

オレンジ

ポートはリンクアップしています。グリーン

ポートエラーが検出されたか、ポートビーコンがオペレー

タによってプロビジョニングされました。

グリーンとオレンジに交互に点滅

Catalyst 6840-X スイッチシリーズハードウェアインストレーションガイド
19

製品概要

LED インジケータ



ファントレイ（LED）
ファン LEDは、スイッチの前面パネルにあります。次の図に、スイッチの前面パネルのファン
LED、システムステータス LED、青色ビーコン LEDを示します。

表 10：ファン LED インジケータ

説明カラー/ステート

ファントレイに電力が供給されていません。ファンは停止していま

す。

消灯

すべてのファンは正常に動作しています。グリーン

ファントレイに障害があります。オレンジ

関連トピック

ファントレイ, （15ページ）
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電源 LED
電源装置の LEDは、モジュールの前面にあります。LEDの各種状態を次の表に示します。

図 10：電源モジュール LED

表 11：電源の LED インジケータ

説明カラー/ステートLED

電源は正常に動作中です。グリーンに点灯OK

電源がシャットダウンします。緑色に点滅OK

Catalyst 6840-X スイッチシリーズハードウェアインストレーションガイド
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説明カラー/ステートLED

電源に障害が発生しました。黄色OK

高温、高出力、ファン速度低下などの

イベントが発生しているため、電源に

注意が必要です。

黄色に点滅OK

背面パネル

図 11：背面パネル

ファントレイ1
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第 2 章

設置の準備

• 安全上の警告, 23 ページ

• 設置環境の条件, 24 ページ

• 電力要件, 34 ページ

• ケーブル配線の要件, 36 ページ

• 設置環境チェックリスト, 37 ページ

安全上の警告
誤って行うと危険が生じる可能性のある操作については、マニュアルを通して安全上の警告が記

載されています。次の警告は、一般的な警告で、マニュアル全体に適用されます。

この装置の設置、交換、または保守は、訓練を受けた相応の資格のある人が行ってください。

ステートメント 1030
警告

この装置は、立ち入りが制限された場所への設置を前提としています。立ち入りが制限された

場所とは、特殊なツール、ロックおよびキー、または他のセキュリティ手段を使用しないと入

室できない場所を意味します。ステートメント 1017

警告

設置手順を読んでから、システムを電源に接続してください。ステートメント 1004警告

Catalyst 6840-X スイッチシリーズハードウェアインストレーションガイド
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設置環境の条件
システムを正常に運用するには、スイッチを適切な場所に設置し、装置ラックやワイヤリングク

ローゼットを適切に配置する必要があります。ここでは、スイッチの設置を準備するうえで認識

しておく必要がある、以下を含む基本的な設置環境の条件について説明します。

•環境要因がシステムのパフォーマンスおよび耐久年数に悪影響を及ぼす可能性があります。

•スイッチは囲いのある保護された場所に設置し、資格のある担当者だけがスイッチにアクセ
スし、環境を管理するようにする必要があります。

•複数の装置を近づけて設置したり、換気が不十分であったりすると、システムが過熱状態に
なり、コンポーネントに障害が発生する場合があります。

•装置を不適切に配置すると、シャーシパネルに手が届きにくくなり、システムのメンテナン
ス作業が困難になります。

•スイッチは、乾燥して清潔で、換気が良く、空調が管理された環境に設置する必要がありま
す。

•正常な動作を確実に行うには、換気を行います。エアーフローが遮断または制限されている
場合、吸気が熱くなりすぎて過熱状態になることがあります。すると、システムコンポーネ

ントを保護するためにスイッチ環境モニタ機能がシステムをシャットダウンする場合があり

ます。

•シャーシの上下にほとんど隙間をあけることなく、複数のスイッチをラックに搭載できま
す。ただし、スイッチを別の装置のラックに取り付ける場合、またはスイッチを別の装置近

くの床に設置する場合、装置からの排気がスイッチシャーシの吸気口に流れ込まないように

してください。

温度

温度がその定格温度の上限または下限に達すると、システムが減退した効率で動作したり、チッ

プの早期老朽化および障害、機械装置の障害などのさまざまな問題が発生する場合があります。

また、極端な温度変化によって、チップがソケットから外れることがあります。次のガイドライ

ンに従ってください。

•また、シャーシに適切な換気があるかどうかを確認します。

•通風を妨げるおそれのある壁はめ込み式ユニットや布の上にはシャーシを置かないでくださ
い。

•特に午後になって直射日光が当たる場所にシャーシを設置しないでください。

•暖房の吹き出し口などの熱源のそばにシャーシを置かないようにしてください。

•高地では、特に適切な換気が重要となります。システムのすべてのスロットおよび開口部、
特にシャーシ上のファンのエアーフロー孔はふさがないようにします。
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•設置場所のクリーニングを定期的に実施して、ほこりやごみがたまらないようにしてくださ
い。ほこりやごみがたまるとシステムが過熱するおそれがあります。

•システムが異常な低温にさらされた場合は、2時間のウォームアップ時間をとって、正常な
動作温度にまで温度が上昇してから、電源をオンにしてください。

これらのガイドラインに従わないと、シャーシ内部のコンポーネントに損傷を与えるおそれがあ

ります。

エアーフロー

スイッチは、シャーシ内のベースボードおよびその他のボードや、取り付けられているすべての

モジュール、電源装置を冷却するために十分な空気が得られる環境に設置されることを前提に設

計されています。シャーシ内のエアーフローが阻害される、あるいは周囲の気温が上昇すると、

スイッチが過熱したり、シャットダウンすることがあります。

スイッチのシャーシの中を適切に換気するには、壁とシャーシ空気取り入れ口との間、または壁

とシャーシ熱排気口との間を、6インチ（15 cm）以上離してください。スイッチシャーシを並列
して配置されているラックに設置する場合、1台のシャーシの空気取り入れ口ともう1台のシャー
シの熱排気口との間を 30.5 cm（12インチ）以上空ける必要があります。シャーシ間に適切な間
隔が確保されていない場合、スイッチシャーシ内に他のスイッチシャーシからの排気が取り込ま

れて過熱し、障害が発生します。

スイッチを格納ラック、または部分的に密閉されたラックに設置する場合、設置場所が次のガイ

ドラインを満たしているかを確認することを強く推奨します。

•ラックの両側面とシャーシの吸気グリルおよびシャーシ排気グリルとの間に 6インチ（15
cm）以上の隙間があることを確認してください。

•格納ラックまたは部分的に密閉されたラック内の温度がシャーシの動作温度範囲内であるこ
とを確認してください。シャーシをラックに取り付けたら、シャーシに電源を投入して、

シャーシの温度が安定するまで（およそ 2時間）待機します。シャーシの吸気グリルと排気
グリルの周囲温度を測定するために、各グリルから約 1インチ（2.5 cm）の位置に外部温度
プローブを配置してください。

•吸気口の周辺温度が 104°F（40°C）未満である場合は、そのラックは吸気温の基準を満たし
ています。

◦吸気口の周辺温度が 104°F（40°C）を超える場合、システムにマイナー温度アラームが
発生する可能性があり、過熱の危険があります。

◦吸気口の周辺温度が 131°F（55°C）以上である場合、システムにメジャー温度アラーム
が発生し、システムはシャットダウンします。

•格納ラックまたは部分的に密閉されたラックでは、次のようにスイッチシャーシ内に十分な
エアーフローが確保されていることを確認してください。

◦測定した吸気温度と排気温度との差が10°Cを超えない場合は、ラックには十分なエアー
フローが確保されています。
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◦温度差が 10°Cを超える場合は、シャーシを冷却するためのエアーフローが不足してい
ます。

この吸気と排気の10 °Cの温度差は、デジタル外気温計で測定して決定する必
要があります。この温度差を測定するために、シャーシ内部の温度センサー

を使用しないでください。

（注）

•拡張する場合は、あらかじめ計画を立ててください。密閉型ラックまたは部分的に密閉され
たラックに設置されたスイッチが現時点で周辺温度やエアーフローの要件を満たしていて

も、ラックにシャーシを追加したり、ラック内のシャーシにモジュールを追加した場合に、

発熱量が増加してラック内の温度が 104°F（40°C）を超え、マイナーアラームが発生するこ
とがあります。

ファントレイによる冷却

シャーシファントレイは、スイッチシャーシとコンポーネントに冷気を供給します。ファント

レイ内のいずれかのファンが故障した場合、ファンステータス LEDがオレンジに変わります。
ファントレイ内のファンを個別に交換することはできません。ファントレイ全体を交換する必要

があります。

環境モニタ機能に関する情報については、ご使用のソフトウェアコンフィギュレーションガイド

を参照してください。

図 12：Catalyst 6840-X スイッチ内部のエアーフロー

関連トピック

ファントレイの取り付け, （73ページ）
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湿度

湿度が高いと、湿気がシステム内まで浸透する可能性があります。この湿気が原因で、内部コン

ポーネントの腐食と、電気抵抗、熱伝導性、物理的強度、サイズなどの特性の劣化が起こること

があります。システム内に湿気が充満してくると、ショートを起こすおそれがあります。ショー

トが起きると、システムに重大な損傷を起こしてしまう場合があります。各システムの動作時の

定格湿度は、相対湿度 5～ 90 %、1時間あたりの湿度変化 10 %です。保管時では、システムは 5
～ 95%の相対湿度に耐えることができます。温暖期の空調と寒冷期の暖房により室温が四季を通
して管理されている建物内では、システム装置にとって、通常許容できるレベルの湿度が維持さ

れています。ただし、システムを極端に湿度の高い場所に設置する場合は、除湿装置を使用して、

湿度を許容範囲内に維持してください。

高度

標高の高い（気圧の低い）場所でシステムを稼働させると、対流型の強制冷却機能の効率が低下

し、アーク放電やコロナ放電などの電気障害の原因になる場合があります。また、このような状

況では、電解コンデンサなどの、内部圧力がかかっている密閉コンポーネントが動作しなかった

り、その効率が低下したりする場合もあります。

埃と微粒子

シャーシ内のさまざまな開口部を通じて室温の空気を吸気し、加熱された空気を排気することに

よって、ファンは電源装置およびシステムコンポーネントを冷却します。しかし、ファンはほこ

りやごみを吸い込み、システムに混入物質を蓄積させ、内部シャーシの温度が上昇する原因にも

なります。清潔な作業環境を保つことで、ほこりやごみによる悪影響を大幅に減らすことができ

ます。これらの異物は絶縁体となり、システムの機械的なコンポーネントの正常な動作を妨げま

す。次に示す規格では、許容される動作環境および浮遊する粒子状物質の許容レベルについて規

定されています。

• National Electrical Manufacturers Association（NEMA）Type 1

•国際電気標準会議（IEC）IP-20

腐食

システムコネクタの腐食は、徐々に進行し、最終的に電力回路の間欠的な障害を引き起こす原因

になる場合があります。人間の指先に付着した油脂分や、高温多湿の環境に長時間さらされたこ

とが原因で、システム内の各種のコンポーネントに取り付けられている金めっきのエッジコネク

タやピンコネクタが腐食することがあります。腐食を防ぐために、基板やカード上の接点には触

れないでください。また、極端な温度、および湿気や塩分の多い環境からシステムを保護してく

ださい。
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EMI および無線周波数干渉
システムからの電磁波干渉（EMI）および無線周波数干渉（RFI）は、システムの周辺で稼働して
いる装置（ラジオおよびテレビ受信機）に悪影響を及ぼす可能性があります。システムが発する

無線周波数は、コードレスおよび低出力の電話にも干渉することがあります。逆に、高出力の電

話からの RFIによって、システムのモニタに意味不明の文字が表示されることがあります。RFI
とは、10 kHzを超える周波数を発生するEMIのことです。このタイプの干渉は、電源コードおよ
び電源または送信される電波の形で空気中を通じてシステムから他の装置に伝わる場合がありま

す。米国連邦通信委員会（FCC）は、コンピュータ装置が放出する EMIおよび RFIの量を制限す
る固有の規制を公表しています。各システムは、FCCの規格を満たしています。EMIおよび RFI
の発生を抑えるために、次の注意事項に従ってください。

•常にシャーシカバーを取り付けた状態でシステムを運用します。

•シャーシのすべてのスロットが金属製フィルタブラケットによって覆われており、未使用の
電源ベイに金属製カバープレートが装着されていることを確認します。

•すべての周辺ケーブルコネクタのネジが、シャーシ背面の対応するコネクタに確実に締め付
けられていることを確認します。

•システムと周辺装置との接続には、必ず、金属製コネクタシェル付きのシールドケーブル
を使用します。

電磁界内で長距離にわたって配線を行う場合、磁界と配線上の信号の間で干渉が発生することが

あります。このため、プラント配線を行う場合は、次の 2点に注意する必要があります。

•配線を適切に行わないと、プラント配線から無線干渉が発生することがあります。

•特に雷または無線電信機によって起こされる強力なEMIは、シャーシ内の信号ドライバやレ
シーバを破損したり、電圧サージが回線を介して装置内に伝導するなど、電気的に危険な状

況をもたらす原因になります。

強力な EMIを予測し、解決策を提供するには、RFIの専門家に問い合わせてください。（注）

アース用導体を確実に施設してプラント配線にツイストペアケーブルを使用すると、プラント配

線から無線干渉が発生することはほとんどありません。推奨距離を超える場合は、データ信号ご

とにアース導体を施した高品質のツイストペアケーブルを使用してください。

カテゴリ 5e、カテゴリ 6、およびカテゴリ 6aのケーブルは、誘電性の物質で構成されている
ため、静電気を大量に帯びる可能性があります。常にケーブル（特に新規ケーブルの設置）を

適切で安全な方法でアースできるようにしてから、モジュールに接続してください。

注意

配線が推奨距離を超える場合、または配線が建物間にまたがる場合は、近辺で発生する落雷の影

響に十分に注意してください。雷などの高エネルギー現象で発生する電磁波パルスにより、電子

    Catalyst 6840-X スイッチシリーズハードウェアインストレーションガイド
28

設置の準備

EMI および無線周波数干渉



装置を破壊するほどのエネルギーが非シールド導体に発生することがあります。過去にこのよう

な問題が発生した場合は、電力サージ抑止やシールドの専門家に相談してください。

電源の切断

システムは、AC電源によって供給される電圧の変動の影響を特に受けやすくなっています。過電
圧、低電圧、および過渡電圧（またはスパイク）によって、データがメモリから消去されたり、

コンポーネントの障害が発生するおそれがあります。このような問題から保護するには、電源コー

ドが常に適切にアースされる必要があります。また、システムは、専用電力回路に設置してくだ

さい（電力を大量に消費する他の機器と回路を共用しないでください）。一般に、システムの回

路は次の機器とは共用できません。

•コピー機

•エアコン

•電気掃除機

•ストーブ

•電動工具

•テレタイプ

•レーザープリンタ

• Fax

•その他の電動装置

これらの電気製品に加えて、システムの電源装置にとって最大の脅威となるのは、雷によるサー

ジ電圧、または停電です。雷が発生しているときは、できるだけシステムおよび周辺機器の電源

をオフにし、プラグを電源から抜いてください。システムに電源が入っている状態で停電が発生

した場合は、一時的なものであっても、ただちにシステムの電源をオフにし、コンセントから外

します。システムの電源を入れておくと、電源が復旧した場合に問題が発生するおそれがありま

す。同じ場所で電源をオフにしていなかった他のすべての電気製品が、大きな電圧スパイクを起

こし、システムに損傷を与える場合があります。

システムのアース接続

シャーシ設置プロセスの一部として、システムアースを取り付ける必要があります。シャーシを

設置する際にシステムに十分なアース接続を行う場合、3P ACプラグ（アース付き）を使用する
だけでは不十分です。

適切にアースすることで、建物とその中に設置された装置を低インピーダンスで接続し、シャー

シ間の電圧差を低くすることができます。のシステムアースを取り付けると、感電の危険性を低

減あるいは防止でき、過渡電流によって装置が損傷する可能性を大幅に低減できます。またデー

タが破損する可能性もはるかに小さくなります。
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適切かつ完全なシステムアースを使用しない場合、ESDによってコンポーネントが損傷する危険
性が高くなります。さらに、のシステムアースを使用しない場合、データが破損したり、システ

ムがロックアップしたり、システムが頻繁にリブートしたりする可能性が著しく高くなります。

3P ACプラグ（アース付き）だけを使用してシャーシを設置すると、装置に問題が発生した
り、データが破損したりする危険性が、3PACプラグ（アース付き）とシステムアースの両方
を使用して適切に設置された場合よりもはるかに高くなります。

注意

以下の表は、一般的なアースのガイドラインを示しています。

表 12：アース接続のガイドライン

推奨されるアース方法電磁ノイズの重大度

レベル

環境

製造業者の推奨事項に厳密に従い、す

べての避雷装置を取り付ける必要があ

ります。雷電流を流す導体は、適用可

能な推奨事項と規範に従い、電力線お

よびデータ回線から離しておく必要が

あります。最善のアース接続を行う必

要があります。

高商業用ビルが、落雷の危険性にさ

らされている。

たとえば、フロリダなどの米国内

の一部の地域は、他の地域に比べ

落雷の危険性が高い。

最善のアース接続を行う必要がありま

す。

高商業用ビルが、頻繁に雷雨は発生

するが、落雷の危険性の低いエリ

アにある。

最善のアース接続を行う必要がありま

す。

中ないし高商業用ビルに、情報テクノロジー

機器と溶接などの工業設備が混在

している。

最善のアース接続を行う必要がありま

す。可能であればノイズの発生源およ

び原因を特定し、発生源でノイズの発

生をできるかぎり低減するか、または

ノイズの発生源と被影響機器の間の

カップリングを減らします。

中既存の商業用ビルは、自然環境に

よるノイズにも、人工の工業ノイ

ズにもさらされていない。このビ

ル内は、標準的なオフィス環境で

ある。過去に電磁ノイズが原因で

設備が故障したことがある。

最善のアース接続を行うことを推奨し

ます。電磁気ノイズによる問題の発生

は予想されませんが、新しいビルでは

最善のアース接続を行うことが往々に

して最も低コストであり、かつ将来の

ために有益です。

低新しい商業用ビルは、自然環境に

よるノイズにも、人工の工業ノイ

ズにもさらされていない。このビ

ル内は、標準的なオフィス環境で

ある。
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推奨されるアース方法電磁ノイズの重大度

レベル

環境

最善のアース接続を行うことを推奨し

ます。電磁気ノイズによる問題の発生

は予想されませんが、最善のアース接

続をすることを強く推奨します。

低既存の商業用ビルは、自然環境に

よるノイズにも、人工の工業ノイ

ズにもさらされていない。このビ

ル内は、標準的なオフィス環境で

ある。

すべてのケースにおいて、アース接続の方法は、NationalElectricCode（NEC）の第250条に定
める要件またはその地域の法令に準拠する必要があります。シャーシからラックアースまた

は共通ボンディング網（CBN）に直接アース接続する場合、6 AWGアース線を使用すること
を推奨します。装置ラックも 6 AWGアース線を使用して、CBNに接続する必要があります。

（注）

すべてのモジュールが完全に取り付けられ、非脱落型ネジが完全に締められていることを必ず

確認してください。さらに、すべての I/Oケーブルと電源コードが適切に接続されていること
を確認してください。これらの方法は、すべての設置時に従う必要がある標準的な設置方法で

す。

（注）

カテゴリ 5e、カテゴリ 6、およびカテゴリ 6aのケーブルは、誘電性の物質で構成されている
ため、静電気を大量に帯びる可能性があります。常にケーブル（特に新規ケーブルの設置）を

適切で安全な方法でアースできるようにしてから、モジュールに接続してください。

注意

電気製品を扱う場合の注意

電気機器を取り扱う際には、次の注意事項に従ってください。

•危険を伴う作業は、一人では行わないでください。

•回路の電源が切断されていると思い込まず、作業前に必ず回路の電源が切断されていること
を確認してください。

•床が濡れていないか、アースされていない電源延長コード、摩耗または損傷した電源コード
や保護アースの不備などがないか、作業場所の安全を十分に確認してください。

•電気事故が発生した場合は、次の手順に従ってください。

◦負傷しないように十分注意してください。

◦システムの電源を切断してください。
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◦可能であれば、医療を受けるために別の人を呼びます。それができないときは、被害者
の状態を見極めてから助けを呼んでください。

◦負傷者に人工呼吸または心臓マッサージが必要かどうかを判断し、適切な処置を施して
ください。

•製品を使用する場合は、指定された電力定格内で使用し、製品の使用説明書に従ってくださ
い。

•製品は、各地域および国の電気関連法規に従って設置してください。

•次の状態のいずれかが発生した場合は、Cisco Technical Assistance Center（TAC）に連絡して
ください。

◦電源コードまたはプラグが破損している。

◦何かの物体が製品に入り込んだ。

◦製品に水またはその他の液体がかかってしまった。

◦製品が落下した、あるいは製品に損傷を受けた形跡がある。

◦操作指示に従っているのに、製品が正しく動作しない。

•正しい外部電源を使用してください。製品は、電力定格ラベルに記載されている種類の電源
だけを使用して稼働させてください。必要な電源の種類が不明な場合は、Cisco TACまたは
最寄りの電気技師に確認してください。

•承認されている電源コードだけを使用してください。購入されたシャーシ電源装置には、購
入された国で使用されることを意図した電源コードが 1本または複数付属しています。追加
の電源コードを購入する必要がある場合には、電源コードが製品に適したものであり、製品

の電力定格ラベルに記載されている定格電圧および定格電流に適合していることを確認して

ください。電源コードの定格電圧および定格電流は、電力定格ラベルに記載されている定格

より大きくなければなりません。

•感電を防止するために、すべての電源コードを適切にアースされているコンセントに接続し
てください。これらの電源コードには、適切なアースを確保するのに役立つ、アース線付き

3Pプラグが付いています。アダプタを使用したり、電源コードからアース線を取り外さない
でください。

•電源ストリップの定格を遵守してください。電源ストリップに接続されている全製品の定格
電流の合計が電源ストリップの定格の 80%を超えないことを確認してください。

•電源コードやプラグを自分で改造しないでください。設置場所に変更を加える場合には、相
応の資格を持つ電気技術者または電力会社に相談してください。必ず電気配線に関する地方

自治体の条例および国の法令に従ってください。

静電破壊の防止

静電破壊を防ぐために、次の注意事項に従ってください。
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•静電気防止用リストストラップを肌に密着させて着用してください。静電気防止アースス
トラップにはバナナプラグ、金属製バネクリップ、またはワニ口クリップ付きのものがあ

ります。すべてのスイッチシャーシでは、前面パネルにバナナプラグコネクタが装備され

ています（USBポートの横にあるアース記号で識別されます）。旧型のシャーシでプラス
チック製のバナナプラグコネクタが装備されている場合は、付属の静電気防止用リストス

トラップ（金属製クリップ付き）またはワニ口クリップ付きの静電気防止用リストストラッ

プを使用することが推奨されます。新型のシャーシに、バナナプラグコネクタ（USBポー
トの横のアース記号によっても識別されます）用のベアメタルホールが開けられている場

合は、ユーザ側で用意したバナナプラグ付きの静電気防止用ストラップを使用することを推

奨します。

•ほとんどの FRUに付属している使い捨ての静電気防止用リストストラップまたはワニ口ク
リップ付きの静電気防止用リストストラップを使用する場合は、静電気防止用リストスト

ラップに適切なアースポイントを確保するためにシステムのアースラグをシャーシに取り

付ける必要があります。

•シャーシにシステムのアースが取り付けられていない場合は、システムのアースを取り付け
る必要があります。シャーシシステムのアースパッドの取り付け手順および取り付け場所

については、システムアースの確立, （53ページ）を参照してください。

静電気防止用リストストラップの取り付け

システムのアースラグを取り付けたら、次の手順で、静電気防止用リストストラップを適切に取

り付けます。

手順

ステップ 1 ワニ口クリップ付き静電気防止用リストストラップを素肌に密着させます。

ステップ 2 静電気防止用リストストラップのバネクリップまたはワニ口クリップをつかんで、ラックの塗装

されていない金属部分に一瞬クリップを接触させます。蓄積された静電気をラック全体に安全に

放散するために、クリップを塗装されていないラックレールに接触させることが推奨されます。
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ステップ 3 システムアースラグのネジの頭やシステムアースラグのバレルに直接ワニ口クリップを取り付

けます。

図 13：静電気防止用リストストラップのシステムアースラグネジへの取り付け

電力要件
スイッチの設置場所の準備を行う場合には、次の要件に従ってください。

• 2台の電源装置を搭載する場合は、それぞれの電源装置を別々の入力電源に接続してくださ
い。別の電源に接続しないと、外部配線に不具合があったり、回路ブレーカーが落ちたりし

た場合、システム全体の電力が失われることになります。

•入力電源が失われないように、各電源回路上の合計最大負荷が、配線とブレーカーの定格電
流の範囲内であることを確認してください。

•設置場所の電源障害から保護するために、無停電電源装置（UPS）が導入されていることが
あります。UPSを選択する場合、鉄共振技術を採用している一部のUPSモデルは、力率補正
（PFC）を使用するスイッチの電源装置と併用すると不安定になる可能性があることに留意
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してください。その結果として、スイッチへの出力電圧波形が歪み、システムの電圧が低下

する場合があります。

• AC入力電源装置には、各電源装置と設置場所の電源とを接続する取り外し可能な電源コー
ドが付いています。

•シャーシ背面のインレットレセプタクルに DC配線コネクタを差し込みます。DC配線コネ
クタを取り付ける場合は、プラグ上の 2つの非脱落型ネジを締めて、プラグを電源モジュー
ルに固定する必要があります。

•北米で 200/240 VAC電源を使用する場合、回路を 2極回路ブレーカーで保護する必要があり
ます。

•システムから 6フィート（1.8 m）以内の操作しやすい場所に AC電源コンセントが必要で
す。

•シャーシとプラグ接続する AC電源レセプタクルには、アース付きのタイプを使用してくだ
さい。レセプタクルに接続するアース用導体は、設置場所の施設の保護アースに接続する必

要があります。

AC 電源システムの電源接続時の注意事項
ここでは、スイッチの AC電源装置を設置場所の電源に接続する場合の基本的な注意事項を説明
します。

•シャーシの各電源装置には、別個の専用の分岐回路が必要です。

•北米

◦ 1100 W電源ユニットには、電圧が 110 Vの場合、10 Aの回路が必要です。

•その他の国

◦各国および地域の規定に準拠した回路を使用してください。

•北米で 200/240 VAC電源を使用する場合、回路を 2極回路ブレーカーで保護する必要があり
ます。

•システムから 6フィート（1.8 m）以内の操作しやすい場所に AC電源コンセントが必要で
す。

•シャーシとプラグ接続する AC電源レセプタクルには、アース付きのタイプを使用してくだ
さい。レセプタクルに接続するアース用導体は、設置場所の施設の保護アースに接続する必

要があります。
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DC 電源システムの電源接続時の注意事項
ここでは、スイッチの DC入力電源装置を設置場所の電源に接続する場合の基本的な注意事項を
説明します。

•すべての電源接続の配線は、National Electrical Code（NEC）と各国の規定に準拠する必要が
あります。

• DC電源の戻り線は、システムフレームおよびシャーシ（DC-I）から分離する必要がありま
す。

• DC電源コードは、同一定格の、撚り数の大きい銅線ケーブルの使用を推奨します。DC入力
電源装置への接続は、アース付きのケーブルが 1本、DC電源（–）、および DC電源の戻り
線（+）が 1本ずつです。コードの長さはスイッチの配置によります。これらのコードは別
途購入する必要があります。ケーブルが必要です。

•ソース DC電源コードの導線のカラーコーディングは、設置場所の電源装置のカラーコー
ディングによって異なります。通常、グリーン、またはグリーンとイエローの色がアース

ケーブルになります。DC配線用のカラーコードの規格が定められていないため、電源コー
ドが適切な（+）および（–）極性の DC入力電源装置の端子ブロックに確実に接続されてい
ることを確認する必要があります。場合によっては、DC電源コードのリード線にプラス（+）
またはマイナス（–）のラベルが付いていることがあります。ラベルの極性についての記載
内容は信頼できることが多いですが、DCコードのリード線間の電圧測定を行い、極性を確
認する必要があります。測定を行う場合、プラス（+）のリード線およびマイナス（–）の
リード線は、常に DC入力電源装置の上の（+）ラベルおよび（–）ラベルと合わせてくださ
い。

•回路ブレーカーは切断装置として、容易に手が届く場所に設置します。

•回路は、専用の 2極回路ブレーカーで保護する必要があります。電源装置の入力定格および
地域または国の規定に適合するサイズの回路ブレーカーを使用してください。

•複数の DC入力電源を持つシステムで DC入力の冗長電源構成を適切に行うには、1台の DC
入力電源装置に対するすべてのペアの DC入力導線を同じバッテリシステム（Aフィード）
に接続する必要があります。2台めの DC入力電源装置に対するすべてのペアの DC入力導
線は別のバッテリシステム（Bフィード）に接続する必要があります。

•入力が複数ある DC入力電源装置の場合、各 DC入力回路を専用の回路ブレーカーまたは
ヒューズで保護する必要があります。回路ブレーカーまたはヒューズは、電源装置の入力定

格および地方自治体の条例または国が定める法令に適合するサイズのものを使用してくださ

い。

ケーブル配線の要件
オーバーヘッドケーブルトレイまたはサブフロアケーブルトレイに電源コードとデータケーブ

ルを一緒に配線する場合には、次の注意事項に留意してください。
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電源コード配線と他の潜在的なノイズ発生源は、シスコ機器で終端する LANケーブル配線か
らできるだけ離して設置することを強く推奨します。長いパラレルケーブルを 3.3フィート
（1 m）以上離して設置できない場合には、潜在的なノイズ発生源をシールドするようにして
ください。干渉を防ぐには、ケーブルをアース付きの金属性コンジットに通してシールドする

必要があります。

注意

また、カテゴリ 5eおよびカテゴリ 6のイーサネットケーブルを使用する場合には、次の注意事項
にも留意してください。

カテゴリ 5e、カテゴリ 6、およびカテゴリ 6aのケーブルは、誘電性の物質で構成されている
ため、静電気を大量に帯びる可能性があります。常にケーブル（特に新規ケーブルの設置）を

適切で安全な方法でアースできるようにしてから、モジュールに接続してください。

注意

設置環境チェックリスト
次の表は、スイッチの設置前に実行する必要のある Site-Planningアクティビティの一覧を示して
います。各作業の完了を確認して、スイッチを適切に設置してください。

表 13：Site-Planning アクティビティ

時刻と日付確認者アクティブな状態作業番号

設置場所の確認

•広さおよびレイアウト

•床の表面仕上げ

•衝撃および振動

•照明

•メンテナンス作業の容易
さ

1

環境の確認

•周囲温度

•湿度

•高度

•空気の汚染

•エアーフロー

2
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時刻と日付確認者アクティブな状態作業番号

電源の確認

•入力電源のタイプ

•電源コンセント（電源装
置の種類によって異なり

ます）

•電源コンセントと機器の
距離

•冗長電源モジュール用の
専用（個別）回路

•電源障害時用のUPS

• DCシステム：適切なゲー
ジの導線と圧着端子

3

アースの確認

•回路ブレーカーの容量

• COアース（ACおよびDC
電源システム）

4

ケーブルおよびインターフェイ

ス機器の確認

•ケーブルタイプ

•コネクタタイプ

•ケーブルの距離制限

•インターフェイス機器（ト
ランシーバ）

5

EMIの確認

•信号の距離制限

•設置場所の配線

• RFIレベル

6
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電源コンセント（電源装置の種類によって異なります）については、シャーシに搭載されてい

る各電源装置に専用の AC電源または DC電源が割り当てられていることを確認します。
（注）

電源障害時用の UPSについては、UPSに必要な出力決定におけるサイジングの基準として電
源装置の kVA定格を参照します。

（注）
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第 3 章

スイッチの設置

この章では、Catalyst 6840-Xスイッチを設置する手順を説明します。シャーシ設置の全体的手順
の中にあるポインタは、異なるコンポーネントとアセンブリの設置に関する別の手順を示してい

ます。

• インストール作業, 41 ページ

• 安全上の警告, 42 ページ

• ラックに設置する場合の注意事項, 43 ページ

• スイッチの開梱, 45 ページ

• シャーシ設置キットとケーブルガイド, 45 ページ

• スイッチシャーシの設置, 45 ページ

インストール作業
スイッチを設置する手順は、次の表に示す一連の作業に細分できます。

説明タスク

梱包材からスイッチを取り出します。

シャーシを移動する必要がある場合

は、梱包材を後で使用できるように

保管しておいてください。

（注）

スイッチの開梱

スイッチを設置します。スイッチの設置

建物のアースからシャーシのシステムアース

ポイントに、システムアース線を接続します。

システムのアースへのシャーシの接続
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説明タスク

スイッチと同時に注文された電源装置がスイッ

チに取り付けられています。別に注文した場合

は、電源装置を取り付けてください。電源装置

を接続します。

電源装置（1つまたは複数）の設置と配線

シャーシの各種ポートをネットワークに接続す

る必要があります。この手順は、ネットワーク

インターフェイスケーブルをポートに接続する

だけの場合や、何らかのトランシーバをポート

に取り付けてからネットワークインターフェイ

スケーブルをトランシーバに接続する場合があ

ります。

シャーシとモジュールのネットワークへの接続

ネットワークのケーブル接続を行い、システム

アースが接続されていることを確認した後、電

源装置をオンにします。システムの電源が投入

され、一連の組み込み診断が実行されます。

シャーシの電源投入

安全上の警告

クラス 1レーザー製品です。ステートメント 1008警告

この装置は、立ち入りが制限された場所への設置を前提としています。立ち入りが制限された

場所とは、特殊なツール、ロックおよびキー、または他のセキュリティ手段を使用しないと入

室できない場所を意味します。ステートメント 1017

警告

この装置には複数の電源装置接続が存在する場合があります。すべての接続を取り外し、装置

の電源を遮断する必要があります。ステートメント 1028
警告

この装置の設置、交換、または保守は、訓練を受けた相応の資格のある人が行ってください。

ステートメント 1030
警告
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怪我またはシャーシの破損を防ぐために、モジュール（電源装置、ファン、またはカードな

ど）のハンドルを持ってシャーシを持ち上げたり、傾けたりすることは絶対に避けてくださ

い。これらのハンドルは、シャーシの重さを支えるようには設計されていません。ステートメ

ント 1032

警告

システムの稼働中は、バックプレーンに危険な電圧またはエネルギーが生じています。作業を

行うときは注意してください。ステートメント 1034
警告

この製品は、設置する建物に回路短絡（過電流）保護機構が備わっていることを前提に設計さ

れています。一般および地域の電気規格に準拠するように設置する必要があります。ステート

メント 1045

警告

装置を設置または交換する際は、必ずアースを最初に接続し、最後に取り外します。ステート

メント 1046
警告

装置は地域および国の電気規則に従って設置する必要があります。ステートメント 1074警告

接続されていない光ファイバケーブルやコネクタからは目に見えないレーザー光が放射され

ている可能性があります。レーザー光を直視したり、光学機器を使用して直接見たりしないで

ください。ステートメント 1051

警告

この章の設置手順を開始する前に、「設置環境チェックリスト」（2-15ページ）を参照して、設
置環境のすべてのアクティビティが完了していることを確認してください。

ラックに設置する場合の注意事項

スイッチは、標準 19インチラックに設置するように設計されています。（注）

スイッチをラックに取り付ける前に、装置ラックが次の条件を満たしているかどうかを確認して

ください。

•ラックの幅（前面の 2つの取り付け板の間またはレール間の幅）が次の値のいずれかである
こと。

◦ 17.5インチ（44.45 cm）

◦ 17.75インチ（45.09 cm）
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•ラックの奥行（前後の取り付け板の間）は 19.25インチ（48.9 cm）以上でなければなりませ
ん。

•ラックには、上下方向にもシャーシが入るだけの高さがあること。シャーシの高さ：8.75イ
ンチ（22.23 cm）（5 RU）

シャーシの高さは、ラックマウント単位（RUまたは単に U）で示されることがあります。1
RUおよび 1 Uは 1.75インチ（44.45 mm）です。標準的なサーバラックの高さは 42 RUまた
は 42 Uです。

（注）

ラックにキャスタが付いている場合、ブレーキなどでラックが固定されていることを確認して

ください。

注意

安定性に注意してください。ラックの安定装置をかけるか、ラックを床にボルトで固定してか

ら、保守のために装置を取り外す必要があります。ラックを安定させないと、転倒することが

あります。ステートメント 1048

警告

ラックへのユニットの設置や、ラック内のユニットの保守作業を行う場合は、負傷事故を防ぐ

ため、システムが安定した状態で置かれていることを十分に確認してください。安全を確保す

るために、次のガイドラインを守ってください。

警告

•ラックに設置する装置が 1台だけの場合は、ラックの一番下に取り付けます。

•ラックに複数の装置を設置する場合は、最も重い装置を一番下に設置して、下から順番
に取り付けます。

•ラックにスタビライザが付いている場合は、スタビライザを取り付けてから、ラックに
装置を設置したり、ラック内の装置を保守したりしてください。ステートメント 1006

Catalystスイッチシャーシを通して適切に換気するには、壁とシャーシ吸気口の間や壁とシャー
シ排気口の間を 6インチ（15 cm）以上離すことを推奨します。また、過熱したシャーシの排
気口と別のシャーシのエアーフロー口との間を 12インチ（30.5 cm）以上離してください。空
間を十分に取らないと、シャーシが過熱してシステムに障害が発生します。

（注）
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スイッチの開梱

スイッチを取り出したあと、梱包用の箱は廃棄しないでください。梱包用の箱は平らにしてパ

レットとともに保管してください。スイッチを移動したり輸送したりする場合に、この箱が必

要になります。

（注）

アクセサリキットの内容を確認します。アクセサリキットには次のものが入っています。

•アースラグおよび使い捨ての静電気防止用リストストラップ。

•注文したオプション機器（コンソールケーブル、トランシーバ、特殊コネクタなど）。

•ブランクカバーが、シャーシの電源装置スロットに取り付けられています。

シャーシ設置キットとケーブルガイド
シャーシにはアクセサリキットが付属しています。アクセサリキットには、以下のシャーシ設置

キットとケーブルガイドが含まれます。

•標準 19インチ用ラックマウント L型ブラケット（出荷時にシャーシに取り付け済み）。関
連するラックマウント用ハードウェアが、アクセサリキットに含まれます。

• 2個のケーブルマネジメントガイドが、アクセサリキットに含まれます。

スイッチシャーシの設置

設置アクセサリキット

スイッチシャーシは、標準の開放型または密閉型 19インチラックに設置するように設計されて
います。シャーシは、シャーシの左前および右前に19インチラックマウントL型ブラケットが工
場で取り付けられた状態で出荷されます。シャーシをラックエンクロージャに固定するネジはア

クセサリキットに含まれています。

製造元によっては、10-32または 12-24のどちらかのネジに合わせてネジ山の切られた穴が、
ラックの支柱にあらかじめ設けられている場合があります。ラックの支柱にネジ穴がない場合

は、10-32または 12-24のクリップナットまたはケージナットを取り付けて、ラックマウント
のネジを固定する必要があります。クリップナットまたはケージナットはアクセサリキット

には付属していないので、お客様ご自身で用意していただく必要があります。

（注）

アクセサリキットには次のも含まれます。

Catalyst 6840-X スイッチシリーズハードウェアインストレーションガイド
45

スイッチの設置

スイッチの開梱



•ケーブルガイド：この 2個のケーブルガイドは、シャーシのラックマウントブラケットを
ラックの支柱に固定するものと同じネジを使用して、シャーシの前面に取り付けることがで

きます。

シャーシの L 型ブラケット
スイッチシャーシは、次の図に示すように、シャーシの両側の前方に 2つの L字金具が取り付け
られた状態で出荷されます。

図 14：スイッチシャーシのブラケット

右側の L型ブラケット2左側の L型ブラケット1

ラックへの L 字金具の取り付け

古い装置ラックの多くでは、10-32または 12-24のどちらかのネジに合わせてネジ山の切られ
た穴が、ラックの支柱にあらかじめ設けられています。新しいラックエンクロージャの支柱の

穴には、ネジ山が切られていない場合があります。このようなラックエンクロージャの支柱で

は、10-32または 12-24のクリップナットまたはケージナットを取り付けて、ラックマウント
のネジを固定する必要があります。クリップナットまたはケージナットはアクセサリキット

には付属していないので、お客様ご自身で用意していただく必要があります。

（注）

L字金具を取り付ける前に、ラックシステムの左右のレールの内側の隙間を測定します。

•レールの内側の間隔が 44.45 cm（17.5インチ）の場合、44.45 cm（17.5インチ）の隙間を持
つラックへの L字金具の取り付け, （47ページ）の手順に従います。

•レールの内側の間隔が 45.09 cm（17.75インチ）の場合、45.09 cm（17.75インチ）の隙間を
持つラックへの L字金具の取り付け, （48ページ）の手順に従います。
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44.45 cm（17.5 インチ）の隙間を持つラックへの L 字金具の取り付け

手順

ステップ 1 次の図に示すように、L字金具をシャーシに取り付けます。

図 15：L 字金具のシャーシへの装着

ステップ 2 シャーシをラックに配置し、L字金具の穴（マウントホール）を装置ラックの穴に合わせます。

ステップ 3 4本のネジを L字金具の穴とラック支柱の穴に差し込み、シャーシを固定します。

図 16：44.45 cm（17.5 インチ）の隙間を持つラックへのシャーシの取り付け
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45.09 cm（17.75 インチ）の隙間を持つラックへの L 字金具の取り付け

手順

ステップ 1 次の図に示すように、L字金具をシャーシに取り付けます。

図 17：L 字金具のシャーシへの装着

ステップ 2 シャーシをラックに配置し、L字金具の穴（マウントホール）を装置ラックの穴に合わせます。

ステップ 3 4本のネジを L字金具の穴とラック支柱の穴に差し込み、シャーシを固定します。

図 18：45.09 cm（17.75 インチ）の隙間を持つラックへのシャーシの取り付け
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シャーシのラックへの取り付け

シャーシは、ANSI/EIA310-D規格およびETS300-119規格に適合する装置ラックに取り付ける
ように設計されています。

（注）

手順

ステップ 1 シャーシをラックに取り付ける前に、シャーシを推奨位置のいずれかに取り付けるには L型ブラ
ケットを移動する必要があるかどうを判別します。

•シャーシの前面とラック前面がほぼ面一になるようにする場合：

◦シャーシは、L型ブラケットが正しい位置に取り付けられた状態で出荷されています。
これらを移動する必要はありません。

•シャーシの約 4分の 1がラックより前に出るようにする場合：

◦ L型ブラケットのネジを取り外します。

◦ L型ブラケットが最初に取り付けられていた穴の後にある穴の最初のセットにL型ブラ
ケットを合わせ直します（次の図を参照）。

◦ブラケットをネジで固定します。

•シャーシの約半分がラックより前に出るようにする場合：

◦ L型ブラケットのネジを取り外します。

◦ L型ブラケットが最初に取り付けられていた穴の後にある穴の 2番目のセットに L型ブ
ラケットを合わせ直します（次の図を参照）。

Catalyst 6840-X スイッチシリーズハードウェアインストレーションガイド
49

スイッチの設置

シャーシのラックへの取り付け



◦ブラケットをネジで固定します。

図 19：シャーシ取り付け位置変更用のネジ穴の位置

L型ブラケットの取り付け位置を変更する
ためのネジ穴。シャーシを取り付けると、

シャーシの約 4分の 1がラックの前に出ま
す。

3左側の L型ブラケットの最初の位置。
シャーシを取り付けると、シャーシの前面

がとほぼ面一になります。

1

L型ブラケットの取り付け位置を変更する
ためのネジ穴。シャーシを取り付けると、

シャーシの約半分がラックの前に出ます。

4右側の L型ブラケットの最初の位置。
シャーシを取り付けると、シャーシの前面

がとほぼ面一になります。

2

ステップ 2 シャーシの後端をラックマウントシェルフに載せ、L型ブラケットがラックシステムのフロント
レールに接触するまで慎重にシャーシをラックに挿入します。

ステップ 3 シャーシの L字金具の穴と位置が合うラック支柱の穴を確認します。ラック支柱の穴に既にネジ
山が切られている場合は、ネジが10-32または12-24のどちらであるかを確認します。ラック支柱
の穴にネジ山が切られていない場合は、8個または 10個（両側に 4個または 5個ずつ）の 10-32
または 12-24のクリップナットまたはケージナットをラック支柱の穴に取り付けて、取り付け用
のネジを受け入れます。

クリップナットまたはケージナットは、シャーシに付属するアクセサリキットには含

まれません。お客様ご自身で用意していただく必要があります。

（注）
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ステップ 4 オプションのケーブルガイドアセンブリの一方または両方を取り付ける場合は、下の図に示すよ

うに、ケーブルガイドの取り付け穴がL字金具の穴と一致するように、ケーブルガイドの位置を
調節します。

図 20：マウントのケーブルマウントガイドの取り付け

ケーブルガイド1

Catalyst 6840-X スイッチシリーズハードウェアインストレーションガイド
51

スイッチの設置

シャーシのラックへの取り付け



ステップ 5 4本のM4.0 x 20 mmLのネジ（両側に 2本ずつ）をすべて、ケーブルガイドの取り付け穴を通し
て L字金具に取り付けます。ネジをしっかりと締めます

ステップ 6 4本のネジを L字金具の穴とラック支柱の穴に差し込み、シャーシを固定します。

図 21：マウントのケーブルマウントガイドの取り付け

10-32ネジまたは 12-24ネジ1

次の作業

シャーシを決められた位置に取り付けた後、次の手順に従って設置作業を完了します。

•シャーシをシステムのアースに接続します。システムアースの確立, （53ページ）を参照し
てください。

•電源装置を取り付けて、電源に接続します。電源装置の取り付けおよび配線の方法について
は、電源装置の取り付け, （63ページ）を参照してください。

•スイッチコンソールポートに接続します。スイッチコンソールポートの接続, （56ペー
ジ）を参照してください。
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•アップリンクポートに接続します。 SFPおよび SFP+トランシーバモジュールの取り付け,
（57ページ）

•シャーシの電源を入れて、設置の結果を確認します。スイッチシャーシのインストレーショ
ンの確認, （60ページ）を参照してください。

システムアースの確立

ここでは、システムアースをスイッチに接続する手順を説明します。

3P ACプラグ（アース付き）だけを使用してシャーシを設置すると、装置に問題が発生した
り、データが破損したりする危険性が、3PACプラグ（アース付き）とシステムアースの両方
を使用して適切に設置された場合よりもはるかに高くなります。

注意

システムアースにより、EMIシールド要件に対するアースや、モジュールにある低電圧電源装置
（DC-DCコンバータ）のアースが強化されます。シャーシのシステムアースについては、次の注
意事項に従う必要があります。

•システムアースは、すでに電力アース接続が確立されているその他のラックまたはシステム
に接続する必要があります。FXSモジュールが取り付けられている場合、またはこの装置が
米国または欧州のセントラルオフィスに設置されている場合は、システムアース接続が必

須となります。

•システムアース接続と電源アース接続の両方をアースにつなぐ必要があります。FXSモジュー
ルが取り付けられている場合、またはこの装置が米国または欧州のセントラルオフィスに取

り付けられている場合は、システムアース接続が必須となります。

• DC入力電源装置を使用する場合は、電源からの DC電源ケーブルを DC PEMに接続する前
にシステムアースを取り付ける必要があります。システムアースを接続する前には、シャー

シの電源をオフにしてください。

すべてのケースにおいて、アース接続の方法は、NationalElectricCode（NEC）の第250条に定
める要件またはその地域の法令に準拠する必要があります。シャーシからラックアースまた

は共通ボンディングネットワーク（CBN）に直接アース接続する場合、8-24AWGアース線を
使用することを推奨します。装置ラックも 8-24 AWGアース線を使用して、CBNに接続する
必要があります。

（注）

システムアースは、DC入力電源装置が搭載されたシャーシの主要な保護アースとして機能し
ます。これらのシャーシの DC入力電源装置には、個別のアースはありません。

（注）
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必要な工具と部品

システムアースを接続するには、次の工具と部品が必要です。

•アースラグ：2つのネジ穴がある標準のバレルラグ。最大で 8-24 AWG線を取り付けられる
もの。アクセサリキットに同梱されています。

•アース用ネジ：M4 x 8mm（メトリック）なべネジ× 2。アクセサリキットに同梱されていま
す。

•アース線：アクセサリキットには同梱されていません。アース線のサイズは、地域および国
内の設置要件に従ってください。米国で設置する場合は、電源とシステムに応じて、6～ 12
AWGの銅の導体が必要です8-24AWG線を推奨します。アース線の長さは、スイッチとアー
ス設備の間の距離によって決まります。

• No. 1プラスドライバ。

•アース線をアースラグに取り付ける圧着工具。

•アース線の絶縁体をはがすワイヤストリッパ。

システムのアース接続手順

シャーシのアースを確立するには、シャーシのアースラグからラックにアースケーブルを接続す

る必要があります。
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はじめる前に

次の図および表を確認してください。

図 22：システムアースの位置

システムアースラグの位置1

手順

ステップ 1 ワイヤストリッパを使用して、アース線の端から 0.75インチ（19 mm）ほど、被膜をはがしま
す。

ステップ 2 アース線の被覆をはぎとった端をアースラグの開口端に挿入します。

ステップ 3 アース線をアースラグのバレルに圧着します。アース線がアースラグに確実に接続されているこ

とを確認します。

ステップ 4 アースパッドの位置にアースラグを合わせて、金属同士がしっかり接触するようにします。

ステップ 5 2本のM4ネジでシャーシにアースラグを固定します。アースラグおよびアース線が他のスイッ
チハードウェアまたはラック内の機器の妨げにならないようにしてください。

ステップ 6 アース線のもう一方の端にリング型ラグを取り付け、これをネジでラックに固定します。
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スイッチシャーシへの電源装置の取り付け

シャーシの電源装置（ACまたはDC）は、スイッチシャーシと別に出荷されることがあります。
電源装置をパッケージから取り出し、電源装置の取り付け, （63ページ）を参照して、スイッチ
に取り付け、設置場所の電源に接続してください。

1つのシャーシに AC入力電源装置と DC入力電源装置を混在させることができます。（注）

スイッチコンソールポートの接続

ここでは、スーパーバイザエンジンのコンソールポートに端末またはモデムを接続する手順を説

明します。スーパーバイザエンジン上のコンソールポートは次の用途に使用できます。

• CLI（コマンドラインインターフェイス）を使用してスイッチを設定する。

•ネットワークの統計データおよびエラーを監視する。

• SNMPエージェントパラメータを設定する。

•ソフトウェアアップデートをスイッチにダウンロードする。またはフラッシュメモリ内の
ソフトウェアイメージを接続デバイスに配布する。

コンソールポートは、シャーシの前面パネルにあります。

スイッチに付属のアクセサリキットには、端末またはモデムをコンソールポートに接続するため

のケーブルおよびアダプタが含まれています（それらを注文した場合）。付属品のケーブルおよ

びアダプタを使用してコンソールポートに端末を接続する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 RJ-45 to RJ-45ケーブルおよび RJ-45 to DB-25 DTEアダプタまたは RJ-45 to DB-9 DTEアダプタ
（[Terminal]のラベル）を使用してポートに接続します。

ステップ 2 ケーブルガイドにケーブルを収めます（ケーブルガイドを使用する場合）。ケーブルが折れ曲

がっていないことを確認します。

ステップ 3 端末のマニュアルを調べて、ボーレートを確認します。端末のボーレートがコンソールポート

のデフォルトのボーレート（9,600ボー）と一致していなければなりません。端末を次のように
設定します。

• 9600ボー

• 8データビット

•パリティなし

• 1ストップビット
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アップリンクポートの接続

SFP および SFP+ トランシーバモジュール
SFPモジュールおよび SFP+トランシーバモジュールは、銅線または光ファイバ接続を使用して
他の装置と接続できます。これらのトランシーバモジュールは現場交換可能であり、SFPモジュー
ルスロットに取り付けられることにより、アップリンクインターフェイスを提供します。SFPモ
ジュールは光ファイバ接続用の LCコネクタ、または銅線接続用の RJ-45コネクタを備えていま
す。

互換性マトリクスを含む Cisco SFPおよび SFP+トランシーバモジュールのマニュアルについて
は、次のURLを参照してください。 http://www.cisco.com/en/US/products/hw/modules/ps5455/products_
device_support_tables_list.html

SFP および SFP+ トランシーバモジュールの取り付け

はじめる前に

ケーブルの仕様については、付録 B「コネクタおよびケーブルの仕様」を参照してください。

次の注意事項をよくお読みください。

クラス 1レーザー製品です。ステートメント 1008警告

• SFPトランシーバモジュールポートの埃よけプラグや光ファイバケーブルのゴム製キャッ
プは、ケーブルを接続する準備が整うまで取り外さないでください。これらのプラグおよび

キャップは、モジュールポートやケーブルを汚れや周辺光から保護する役割を果たします。

• SFPトランシーバモジュールの取り付けおよび取り外しによって、モジュールの寿命が短く
なる可能性があります。SFPトランシーバモジュールの取り外しや取り付けは、必要最低限
にしてください。

•静電破壊を防ぐため、ケーブルをスイッチや他の装置に接続する場合は、ボードおよびコン
ポーネントを正しい手順で取り扱うようにしてください。

手順

ステップ 1 手首に静電気防止用リストストラップを着用して、ストラップの機器側をアース表面に接続しま

す。

ステップ 2 SFPモジュールは、送信側（Tx）および受信側（Rx）の印があるほうが上面です。
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SFPトランシーバモジュールによっては、送信側と受信側（Txと Rx）の印の代わりに、接続の
方向を示す矢印が付いている場合もあります。

ステップ 3 ベールクラスプラッチ付きのSFPトランシーバモジュールの場合は、ロック解除の位置までラッ
チを開きます。

ステップ 4 モジュールをスロットの開口部に合わせて、コネクタをスロットの奥にはめ込みます。

図 23：SFP トランシーバモジュールのポートへの SFP モジュールの取り付け

ステップ 5 モジュールにベールクラスプラッチが付いている場合は、ラッチを閉じて SFPトランシーバモ
ジュールを固定します。

小さい番号のポートに SFPトランシーバモジュールを挿入する場合は、モジュールを
反転させる必要があります。

（注）
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ステップ 6 SFPのダストプラグを取り外して保管します。

ステップ 7 SFPケーブルを接続します。

図 24：SFP トランシーバモジュールが取り付けられたポート

SFP および SFP+ トランシーバモジュールの取り外し

手順

ステップ 1 手首に静電気防止用リストストラップを着用して、ストラップの機器側をアース表面に接続しま

す。

ステップ 2 SFPトランシーバモジュールからケーブルを取り外します。ケーブルコネクタプラグを再び取り
付ける際には、送信（Tx）と受信（Rx）を間違えないように注意してください。

ステップ 3 光インターフェイスを清潔に保つために、SFPトランシーバモジュールの光ポートにダストプラ
グを取り付けます。

ステップ 4 ベールクラスプラッチ付きのモジュールの場合は、ベールを下げて、モジュールを取り外しま

す。指でラッチを開けない場合は、小型のマイナスドライバなどの細長い工具を使用してラッチ

を開きます。

ステップ 5 SFPトランシーバモジュールを持ち上げて、スロットからゆっくり引き出します。

ステップ 6 SFPトランシーバモジュールは、静電気防止用袋に収めるか、その他の保護環境下に置いてくだ
さい。
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スイッチシャーシのインストレーションの確認

手順

ステップ 1 未使用の電源装置に金属製カバープレートが設置されていることを確認します。

ステップ 2 システムを起動します。電源投入シーケンスの間に、システムは一連のブートアップ診断テスト

を実行します。

追加のシステム診断テストも実行できます。これらのテストを行うと、システムをネットワーク

に追加する前にシステムで完全な健全性チェックを行い、システムの実行中にシステムの健全性

を監視することが可能になります。詳細については、3-19ページの「オンライン診断」を参照し
てください。

非実働環境でシステムを計画する場合、破壊テストを含むすべての診断テストを行い、

事前にあらゆる障害からシステムを保護することを推奨します。

ヒント

オンライン診断

Cisco IOSを実行するスイッチには、多くのレベルのオンライン診断機能が搭載されています。オ
ンライン診断は、次の 4つのカテゴリに分けられます。

•ブートアップ：ブートアップ、モジュールOIR、またはバックアップのスーパーバイザエン
ジンへの切り替えの間に、ブートアップ診断が自動的に実行されます。

•バックグラウンドヘルス：システムによってモニタリング診断テストが絶えず行われて、シ
ステムの健全性を監視します。

•オンデマンドオンライン診断：オンデマンドオンライン診断は、CLIから任意のテストを行
う場合に使用できます。また、オンデマンドオンライン診断を実行して、システムハード

ウェアについて健全性チェックを行うこともできます。これらのテストの一部には破壊テス

トがあり、トラフィックフローに影響を与えます。疑似障害を避けるためにオンデマンド診

断の注意事項には正確に従う必要があります。

•スケジュール診断：スケジュール診断は、上記のテストのいずれかをユーザが指定した間隔
で実行する際に使用できます。

オンライン診断テストの詳細およびそれらの実行方法については、ソフトウェアコンフィギュ

レーションガイドを参照してください。
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第 4 章

電源装置の取り付けと取り外し

• 電源装置の概要, 62 ページ

• 電源装置の取り付け, 63 ページ

• 電源装置の取り外し, 68 ページ

• シリアル番号の確認, 69 ページ
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電源装置の概要
2種類の電源装置をシャーシに搭載できます。

図 25：Cisco Catalyst 6840-X AC 入力電源装置

図 26：Cisco Catalyst 6840-X DC 入力電源装置

スイッチシャーシには 2個のスロットがあり、以下の組み合わせの電源装置を搭載できます。

• 2台の AC入力電源装置
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• 2台の DC入力電源装置

• 1台の AC入力電源装置と 1台の DC入力電源装置

• 1台の AC入力電源装置（残りのスロットはブランクカバーのまま）

• 1台の DC入力電源装置（残りのスロットはブランクカバーのまま）

いずれかの電源装置スロットを空の状態で使用する場合は、設計どおりの通気を確保するため

に、ブランクカバーがそのスロットに取り付けられているようにする必要があります。

（注）

この表は、電源装置のモデルを示しています。

説明部品番号

Cisco Catalyst 6840-X電源 AC-750WC6840-X-750W-AC=

Cisco Catalyst 6840-X電源 DC-750WC6840-X-750W-DC=

Cisco Catalyst 6840-X電源 AC-1100WC6840-X-1100W-AC=

Cisco Catalyst 6840-X電源 DC-1100WC6840-X-1100W-DC=

電源装置は冗長モードで動作できます。その場合、それぞれの電源装置は容量の約 50パーセン
ト、すなわち 60パーセント以下、40パーセント以上で動作します。1台の電源装置が故障した場
合は、もう一方の電源装置がシステム全体の電力を単独で供給できます。これは、実運用におけ

るデフォルトおよび推奨のモードです。

電源装置の取り付け
AC入力電源装置とDC入力電源装置の取り付けは同じ手順に従いますが、それらを別々にアース
接続する必要があります。

はじめる前に

•スイッチシャーシは、データセンターに固定されたキャビネットまたはラックに設置する必
要があります。

•梱包用の箱から電源装置を取り出し、梱包材を取り除きます。

•次の工具と機器を別途用意する必要があります。

◦ No.1プラスドライバ用のナットドライバアタッチメントまたはトルク機能付きのラ
チェットレンチ（DC入力電源装置のみに使用）。
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◦ DC入力電源装置の場合、DC電源または電力インターフェイスユニット（PIU）に届く
ように長さを調整した電源ケーブルが 4本必要です。

◦アース線：この線には、地域および国内の設置要件を満たすサイズを使用してくださ
い。米国で設置する場合は、8-24 AWG銅線を使用する必要があります。米国以外で設
置する場合は、地域および国の電気規格を参照してください。アース線の長さは、ス

イッチとアース設備の間の距離によって決まります。

電源装置の取り付け

電源装置をシャーシに挿入するには、次の手順に従います。

手順

ステップ 1 ブランクカバーを取り外します。ブランクカバーは将来の必要時に備えて保管しておいてくださ

い。

ステップ 2 電源装置が電源に接続されていないことを確認します。

ステップ 3 電源装置のハンドルを片手で持ち、空いている電源装置ベイに電源装置の後端を合わせます。図

の例を参照してください（図には例としてAC電源が示されていますが、DC電源装置も同じ方法
で取り付けできます）。

ステップ 4 電源装置を電源装置ベイの奥まで完全に押し込みます。すると、電源装置前面のリリースラッチ

がカチッと閉まり、シャーシ内部や外部への電源装置の移動が防止されます。

図 27：電源装置の取り付け

AC電源モジュール1
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電源への接続

AC入力電源装置とDC入力電源装置の取り付けは同じ手順に従いますが、それらを別々にアース
接続する必要があります。

• AC入力電源装置：電源コードを電源装置と電源に接続すると自動的にアース接続されます。

• DC入力電源装置：電源装置はアースに直接接続しません。

電源装置ごとに 1本の電源コードを使用して電源装置を電源に接続します。

はじめる前に

電源装置を電源に接続する前に、次のことを確認してください。

•シャーシがアースに接続されていること。システムアースの確立, （53ページ）を参照して
ください。

•電源ケーブルが届く範囲内の電源に対応したレセプタクルが付けられていること。

• DC電源に接続する場合、電源装置への接続に 8-24 AWG電源ケーブルを使用していること
を確認します。8-24 AWG線のサイズは、コネクタの開口部のマイナスとプラスにそれぞれ
接続する、マイナス [-]のケーブルとプラス [+]のケーブルに対応します。電源コードは、
ユーザ側で調達する必要があります。

•複数の DC入力電源装置を設置する場合は、それぞれを専用の回路ブレーカーまたはヒュー
ズで保護する必要があります。回路ブレーカーやヒューズは、電源装置の入力定格および地

域や国で定められた法令に適合するサイズのものを使用してください。

•電源の定格を次に示します。

◦北米向け AC入力電源装置：10 A（110 V回路）。

◦北米向け DC入力電源装置：公称 –48 VDC @ 37 Aにて（動作範囲：– 40.5～ – 56
VDC）。

◦その他の国向け：各国および地域の規定に適合したサイズの回路。

•電源装置がすでにシャーシに取り付けられていること。

電源がオフであることを確認してください。さらに予防策として、回路の作業をしている場合

に誤って電源が再投入されないように、電源回路ブレーカーに適切な安全フラグおよびロック

アウト装置を設置するか、または回路ブレーカーのハンドルに粘着テープを貼り付けます。

注意
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次の手順を実行する前に、DC回路に電気が流れていないことを確認してください。ステート
メント 1003

警告

AC 電源への接続
電源に接続するには、次の手順に従います。

装置を電気回路に接続するときに、配線が過負荷にならないように注意してください。ステー

トメント 1018
警告

手順

ステップ 1 電源ケーブルを電源に差し込みます。

ステップ 2 電源ケーブルのもう一方の端を、データセンターから供給される電源に差し込みます。

冗長モードを使用している場合、それぞれの電源装置を別々の電源に接続しま

す。

（注）

ステップ 3 電源装置に電力が供給され、DC電力が出力されていることを確認します。これは、OKLEDが点
灯し、黄色で点灯したりグリーンで点滅したりしていないことで確認できます。すべての電源

LED、および LEDが示す状態については、「電源 LED」を参照してください。
初めて電源を入れたときは、それぞれのLEDが数秒間オンになるので、LEDの機能を確認できま
す。OKLEDがグリーンで点滅している場合は、電源装置とAC電源のAC電源接続をチェックし
ます。

DC 電源への接続
DC電源装置を電源に接続する前に、DC電源コネクタに DC接続線を接続する必要があります。
コネクタの配線方法は、次のとおりです。

次の作業を行う前に、電源がDC回路から切断されていることを確認してください。ステート
メント 1003

警告

DC電源端子には、危険な電圧またはエネルギーが存在している可能性があります。端子が使
用されていない場合は必ずカバーを取り付けてください。カバーを取り付けるときに絶縁され

ていない伝導体に触れないことを確認してください。ステートメント 1075。

警告
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手順

ステップ 1 接続している DCグリッド電源の回路ブレーカーで電源をオフにし、電源装置上のすべての LED
が消灯していることを確認します。

ステップ 2 1/8インチマイナスドライバまたはNo.1プラスドライバを使用してコネクタの止めネジを緩め、
電源コードを接続できるようにします。コネクタは、8～ 24の AWG線に対応しています。地域
の電気規則に準拠したものを使用してください。

ステップ 3 使用している DC線から絶縁体を約 1.3 cm（1/2インチ）剥ぎ取ります。

ステップ 4 黒（DCマイナス）線をコネクタの右の開口部に挿入し、接続の止めネジで締めます。フィンガー
タイトまたは約 3フィート/ポンドで十分です。

ステップ 5 赤（DCプラス）線をコネクタの左の開口部に挿入し、接続の止めネジで締めます。0.7 Nm以上
締めないでください。

図 28：DC 電源への接続

ステップ 6 電源装置に接続された回路の電源がオフになっている場合、回路ブレーカーで電源を入れます。

LEDが点滅し、電源装置の INPUT OK LEDが点灯します。
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電源装置の取り外し

手順

ステップ 1 取り外す電源装置の電源を次の手順でオフにします。

a) DC入力電源装置を取り外す場合は、必ず電源側でその回路の電源をオフにすることによって
電源供給をオフにします。

ステップ 2 次のようにして、電源およびアースのケーブルを取り外します。

• AC入力電源装置の場合は、電源装置および電源に接続している電源ケーブルを抜きます。

• DC入力電源装置の場合は、電源から電源ケーブルを取り外します。

ステップ 3 次のようにして、電源装置をシャーシから取り外します。

a) 電源装置の右側にあるイジェクタラッチを押します。
b) ハンドルを使ってスロットから電源装置を途中まで引き出します。
c) 電源装置をスロットから完全に引き出します。

空のスロットに別の電源を取り付けずにスイッチを稼動する場合は、システム内の適切な

エアーフローを保証するためおよび安全上の理由から、空の電源装置スロットにブラン

クカバーを再度取り付ける必要があります。

注意
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シリアル番号の確認
シスコのテクニカルサポートに連絡する場合は、シリアル番号が必要です。これらの図は、シリ

アル番号の場所を示しています。show version特権 EXECコマンドを使用して、シリアル番号を
確認することもできます。

図 29：AC 電源モジュールのシリアル番号
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第 5 章

ファントレイの交換

• 必要な工具, 71 ページ

• ファントレイの取り外し, 71 ページ

• ファントレイの取り付け, 73 ページ

• 取り付けの確認, 73 ページ

• ファンのシリアル番号の確認, 74 ページ

必要な工具
ファントレイの非脱落型ネジを緩めたり締めたりするには、マイナスドライバまたは No.2プラ
スドライバが必要になることがあります。

ファントレイの取り外し
ファントレイは、システムの動作中に取り外しや取り付けを行っても、電気事故が発生したりシ

ステムが損傷したりすることがないように設計されています。

指定の動作環境温度において、120秒以内であれば稼動中にファントレイの取り外しと挿入を
行えます。

（注）

ファンをシャーシから取り外しても、ファンは回り続けている可能性があります。指やドライ

バ、その他のものをファンのハウジングの開口に近づけないでください。ステートメント 263
警告
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手順

ステップ 1 図に示すように、ファントレイの場所を確認します。

図 30：ファントレイの場所

ファントレイの場所1

ステップ 2 ファントレイの非脱落型ネジを反時計方向に回して緩めます。

ステップ 3 ファントレイを持ち、外に引き出します。必要に応じて、無理な力を加えずに左右に動かし、

バックプレーンからファントレイの電源コネクタを取り外します。

ファントレイを取り外すときは、回転しているファンの羽根に手を近づけないでくださ

い。ファンブレードが完全に停止してからファントレイを取り外してください。

注意

ステップ 4 ファントレイをシャーシから引き出し、脇に置きます。
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ファントレイの取り付け

手順

ステップ 1 ファントレイを、シャーシの背面にあるファントレイ開口部の前面に、非脱落型ネジで配置しま

す。

ステップ 2 ファントレイをシャーシの開口部に差し込み、ファントレイアセンブリのピンをシャーシの穴

に合わせるようにします。

ステップ 3 電源コネクタがバックプレーンに装着され、非脱落型ネジがシャーシに当たるまで、ファントレ

イをシャーシに押し込みます。

ステップ 4 非脱落型ネジを締めます。

関連トピック

ファントレイによる冷却 , （26ページ）

取り付けの確認

手順

ステップ 1 ファンの音を聞きます。すぐに作動音が聞こえるはずです。聞こえない場合は、ファントレイが

シャーシに完全に収まり、前面プレートとスイッチの背面パネルが揃っていることを確認します。

ステップ 2 ファン LEDがグリーンに点灯していることを確認します。LEDがオレンジに点灯している場合
は、少なくとも 1つのファンが故障しています。
数回試行してもファンアセンブリが作動しない場合、または取り付け時に問題が生じた場合（非

脱落型ネジとシャーシの穴が合わないなど）は、製品を購入された代理店に連絡してください。
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ファンのシリアル番号の確認

シスコのテクニカルサポートに連絡する場合は、ファンのシリアル番号が必要です。この図は、

シリアル番号の場所を示しています。show version特権 EXECコマンドを使用して、シリアル番
号を確認することもできます。詳細については、ファントレイ（LED）を参照してください。

図 31：ファンのシリアル番号
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付録 A
技術仕様

• スイッチの仕様, 75 ページ

• 電源モジュールの仕様, 77 ページ

• 電源装置の AC電源コード, 78 ページ

• ファントレイモジュールの仕様, 79 ページ

• シャーシおよびモジュールの電力および発熱量 , 79 ページ

スイッチの仕様

仕様Environmental

C6840-X-LE-40GC6824-X-LE-40GC6832-X-LEC6816-X-LE

0～ 40 °C（32～ 104
°F）

0～ 40 °C（32～ 104
°F）

0～ 40 °C（32～ 104
°F）

0～ 40 °C（32
～ 104 °F）

動作時温度

-4～ 149°F（-20～
65°C）

-4～ 149°F（-20～
65°C）

-4～ 149°F（-20～
65°C）

-4～ 149°F
（-20～ 65°C）

温度、非動

作時および

保管時

0.5 °C/分（高温から
低温へ）

0.33 °C/分（低温から
高温へ）

0.5 °C/分（高温から
低温へ）

0.33 °C/分（低温から
高温へ）

0.5 °C/分（高温から
低温へ）

0.33 °C/分（低温から
高温へ）

0.5 °C/分（高温
から低温へ）

0.33 °C/分（低
温から高温へ）

温度遷移

5～ 90%湿度

（RH）：動
作時（結露

なきこと）
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仕様Environmental

C6840-X-LE-40GC6824-X-LE-40GC6832-X-LEC6816-X-LE

5～ 95%湿度

（RH）：非
動作時およ

び保管時

（結露なき

こと）

実証済み動作時：0～ 6500フィート（0～ 2000 m）

設計およびテスト用の動作時：-200～ 10,000フィート（-60～ 3000 m）

動作時高度

衝撃

•動作時：5 G、30 ms、半正弦波（IEC 68-2-27）

•非動作時：20 G、7.5 ms、台形波

振動

•動作時：3～ 500 Hz

•電力スペクトル密度（PSD）：10 Hzおよび 200 Hzにおいて 0.0005 G2/Hz。
両端で 5 dB/オクターブのロールオフ。0.5時間/軸（1.12 g）。

衝撃および

振動

音響出力レベル、67 dB@27 °C音響ノイズ

寸法および重量

•高さ：8.81 cm（3.47インチ）

•幅：44.07 cm（17.35インチ）

•奥行：55.38 cm（21.8インチ）

•ラックユニット（RU）= 2 RU

寸法

16.8 kg（37.03ポン
ド）

15.8 kg（34.83ポン
ド）

15.4 kg（33.95ポン
ド）

10.09 kg（24.04
ポンド）

重量

電源 2つと
組み込み

ファンを搭

載した

シャーシ
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仕様Environmental

C6840-X-LE-40GC6824-X-LE-40GC6832-X-LEC6816-X-LE

C6840-X-FAN
Catalyst 6840-Xスイッチシャーシ内のエアーフローは、前面から背面に
向かいます。壁とシャーシ吸気口、シャーシ排気口の間の推奨間隔およ

びシャーシ排気口と別のシャーシの吸気口の間の推奨間隔については、

設置環境の条件, （24ページ）を参照してください。空間を十分に取ら
ないと、シャーシが過熱してシステムに障害が発生します。

（注）

エアーフ

ロー

電源モジュールの仕様
C6840-X-1100W-DC=C6840-X-1100W-AC=C6840-X-750W-DC=C6840-X-750W-AC=

12.5インチ X 2.15インチ X 1.57インチ物理仕様

-40 Vdc～ -72 Vdc90 Vac～ 264 Vac-40 Vdc～ -72
Vdc

90 Vac～ 264
Vac

入力電圧範囲

該当なし50/60Hz該当なし50/60Hz入力周波数範囲

最大 32A（40 V以
上）

最大 13 A（100 Vac）

最大 7 A（200 Vac）

最大 25A（40V
以上）

10A未満入力電流（各入

力）

90A35 A（コールドス
タート）

50 A（ホットスター
ト）

90A35A（コールド
スタート）

50A（ホットス
タート）

突入電流

PC 5/ 2-STF-7,62IEC 60320PC 5/ 2-STF-7,62IEC 60320電源入力レセプ

タクル

15 A（米国）、10 A
（その他の国）

15A（米国）、
10A（その他の
国）

電源コード定格

3753 BTU/時3753 BTU/時2559 BTU/時2559 BTU/時英式熱量単位

（BTU）

4ミリ秒（100%負荷
時）

16ミリ秒（100 %負
荷時）

4ミリ秒（100
%負荷時）

16ミリ秒（100
%負荷時）

出力保持時間
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C6840-X-1100W-DC=C6840-X-1100W-AC=C6840-X-750W-DC=C6840-X-750W-AC=

-5 ~ 55 °C（1800 m
（6000フィート））

動作温度：-5 ~ 55 °C
（1800 m（6000
フィート））

-5 ~ 55 °C（1800
m（6000フィー
ト））

動作温度：-5 ~
55 °C（1800 m
（6000フィー
ト））

環境条件

電源装置の AC 電源コード
次の表は、AC入力電源装置で使用できる AC電源コードの仕様を示しています。表には、電源
コードの図の参照先も示されています。

表 14：電源装置の AC 電源コード

電源コード

AC電源コード、250 V 10 A（アルゼンチン仕様）（2.5
m）

CAB-250V-10A-AR

電源コード、250 VAC 10 A、3112プラグ（オーストラリ
ア仕様）（2.5 m）

CAB-9K10A-AU

AC電源コード、250 V 10 A（ブラジル仕様）（2.1 m）CAB-250V-10A-BR

AC電源コード、250 V 10 A（中国仕様）（2.5 m）CAB-250V-10A-CN

電源コード、250 VAC 10 A CEE 7/7プラグ（EU仕様）
（2.5 m）

CAB-9K10A-EU

10 A電源ケーブル（インド仕様）（2.5 m）CAB-IND-10A

AC電源コード、250 V 10 A（イスラエル仕様）（2.5 m）CAB-250V-10A-IS

電源コード、250 VAC 10 A CEI 23-16/VIIプラグ（イタリ
ア仕様）（2.5 m）

CAB-9K10A-IT

AC電源コード、250 V 10 A（南アフリカ仕様）（2.5 m）CAB-250V-10A-ID

電源コード、250 VAC 10 A MP232プラグ（スイス仕様）
（2.5 m）

CAB-9K10A-SW

電源コード、250 VAC 10 A BS1363プラグ（13Aヒュー
ズ）（英国仕様）（2.5 m）

CAB-9K10A-UK
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電源コード

電源コード、125 VAC 13 A NEMA 5-15プラグ（北米仕
様）（2.5 m）

CAB-9K12A-NA

NEMA L6-20 250 V/20 Aプラグ、IEC320/C13レセプタク
ル（北米仕様）（2.0 m）

CAB-AC-250V/13A

電源コード、200/240 V 6 A（北米仕様）（2.5 m）CAB-N5K6A-NA

キャビネットジャンパ電源コード、250 VAC 10 A、
C13-C14コネクタ（0.7 m）

CAB-C13-CBN

電源コードジャンパ、C13-C14コネクタ（2 m）CAB-C13-C14-2M

電源コード、C13～ C14（埋め込み型レセプタクル）、
10 A（3 m）

CAB-C13-C14-AC

ファントレイモジュールの仕様

物理仕様

7.62 cm（3.0インチ）（高さ）X32.258 cm（12.7
インチ）（幅） X 4.50596 cm（1.774インチ）
（奥行）

寸法（高さ x奥行 x幅）

1.08 Kg重量

動作仕様

120 CFMエアーフロー

シャーシおよびモジュールの電力および発熱量

DC発熱量
（BTU/Hr）

DC入力電
力（ワッ

ト）

AC発熱量
（BTU/Hr）

AC入力電
力（ワッ

ト）

モジュール

電力（W）
モジュール

電流（A）
Module
Type

450 BTU/HR132 W450BTU/HR132 W108 W9 AFAN
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2559 BTU/HR750 W2559
BTU/HR

750 W420 W35 ACatalyst
6816-X-LE

2559 BTU/HR750 W2559
BTU/HR

750 W620 W52 ACatalyst
6832-X-LE

2559 BTU/HR750 W2559
BTU/HR

750 W620 W52 ACatalyst
6824-X-LE-40G

3753 BTU/HR1100 W3753
BTU/HR

1100 W900 W75 ACatalyst
6840-X-LE-40G
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付録 B
モジュールコネクタおよびケーブルの仕様

• モジュールコネクタ, 81 ページ

• ケーブルおよびアダプタ, 82 ページ

• 光ファイバコネクタの清掃, 85 ページ

モジュールコネクタ

RJ-45 コネクタ
RJ-45コネクタは、カテゴリ 3、5、5e、または 6のホイルツイストペア（FTP）またはシールド
なしツイストペアケーブル（UTP）ケーブルを使用して、モジュールのインターフェイスコネク
タと外部ネットワークを接続する場合に使用されます。

図 32：RJ-45 インターフェイスケーブルコネクタ

カテゴリ 5e、カテゴリ 6、およびカテゴリ 6aのケーブルは、誘電性の物質で構成されている
ため、静電気を大量に帯びる可能性があります。常にケーブル（特に新規ケーブルの設置）を

適切で安全な方法でアースできるようにしてから、モジュールに接続してください。

注意
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GR-1089の建物内雷サージ耐性要件に適合するためには、両端に適切なアースを施した FTP
ケーブルを使用する必要があります。

注意

LC コネクタ
LC光ファイバコネクタは、高密度のファイバ接続を提供する小型フォームファクタ光ファイバ
コネクタです。LCコネクタはMMFまたは SMFケーブルのどちらかとともに使用できます。LC
コネクタには、RJ-45銅製コネクタと同様のラッチクリップ機構が使用されています。

接続されていない光ファイバケーブルやコネクタからは目に見えないレーザー光が放射され

ている可能性があります。レーザー光を直視したり、光学機器を使用して直接見たりしないで

ください。ステートメント 1051

警告

接続する前に、光コネクタが汚れていないことを確認してください。コネクタが汚れている

と、光ファイバが損傷したり、データエラーが発生することがあります。

（注）

図 33：LC 光ファイバコネクタ

ケーブルおよびアダプタ

SFP モジュールケーブル
ケーブル配線の仕様については、次のドキュメントを参照してください。

•『Cisco SFP and SFP+ Transceiver Module Installation Notes』

•『Cisco 40-Gigabit QSFP+ Transceiver Modules Installation Note』

各ポートはケーブルの反対側の波長仕様と一致させる必要があります。また、ケーブルは規定の

ケーブル長を超えないものとします。銅線 1000BASE-T SFPモジュールトランシーバは、カテゴ
リ 5の標準 4ツイストペアケーブルを使用します。最大ケーブル長は 328フィート（100 m）で
す。

    Catalyst 6840-X スイッチシリーズハードウェアインストレーションガイド
82

モジュールコネクタおよびケーブルの仕様

LC コネクタ

http://www.cisco.com/en/US/docs/interfaces_modules/transceiver_modules/installation/note/78_15160.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/interfaces_modules/transceiver_modules/installation/note/OL_24862.html


ケーブルのピン割り当て

図 34：4 ツイストペアストレートケーブルの配線

図 35：4 対のツイストペアセミクロスケーブルの配線

図 36：2 対のツイストペアストレートケーブルの構造

図 37：2 対のツイストペアクロスケーブルの構造
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クロスケーブルの識別

ケーブル両端のモジュラプラグを比較すると、クロスケーブルかどうかを識別できます。タブを

裏側にして、ケーブルの両端を並べます。クロスケーブルは、左側プラグの外側のピンに接続さ

れたワイヤと、右側プラグの内側のピンに接続されたワイヤが別の色になっています。

図 38：クロスケーブルの識別

コンソールポートアダプタのピン割り当て

RS-232コンソールポートでは 8ピン RJ-45コネクタを使用します。RJ-45/DB-9アダプタケーブ
ルを使用して、スイッチのコンソールポートとコンソールPCを接続します。スイッチのコンソー
ルポートを端末に接続する場合は、RJ-45/DB-25メス DTEアダプタが必要です。このキット（部
品番号 ACS-DSBUASYN=）をご注文ください。

表 15：DB-9 アダプタを使用したコンソールポート信号

コンソール装置RJ-45 to DB-9 ターミナルアダプタスイッチコンソールポート

（DTE）

信号DB-9 ピン信号

CTS8RTS

DSR6DTR

RxD2TxD

GND5GND
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コンソール装置RJ-45 to DB-9 ターミナルアダプタスイッチコンソールポート

（DTE）

信号DB-9 ピン信号

GND5GND

TxD3RxD

DTR4DSR

RTS7CTS

表 16：DB-25 アダプタを使用したコンソールポート信号

コンソール装置RJ-45 to DB-25 端末アダプタスイッチコンソールポート（DTE）

信号DB-25 ピン信号

CTS5RTS

DSR6DTR

RxD3TxD

GND7GND

GND7GND

TxD2RxD

DTR20DSR

RTS4CTS

光ファイバコネクタの清掃
2本の光ファイバを接続するには、光ファイバコネクタを使用します。通信システムでこれらの
コネクタを使用する場合、適切に接続することがきわめて重要になります。

光ファイバケーブルのコネクタは、誤った方法で清掃や接続を行うと損傷することがあります。

光ファイバコネクタが汚れていたり、損傷していると、復元不能な通信または不正確な通信の原

因となります。

光ファイバコネクタは、電気コネクタまたは電子コネクタとは異なります。光ファイバシステム

では、光が非常に細いファイバコアを通じて送信されます。ファイバコアの直径は通常 62.5ミ
クロン以下であり、埃の粒子の直径は 10分の 1～数ミクロン程度なので、ファイバコアの終端
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に埃や汚れがあると、2つのコアを接続するコネクタインターフェイスの性能が劣化することに
なります。コネクタは正確に差し込む必要があり、コネクタインターフェイスに異物がまったく

付着していない状態でなければなりません。

コネクタ損失または挿入損失は、光ファイバコネクタの重要なパフォーマンス特性です。また、

リターンロスも重要な要因です。リターンロスとは反射光の量です。反射光が少ないほど接続状

態はよくなります。物理的な接触コネクタの場合、最も優れた製品ではリターンロスが -40 dBよ
り小さくなっていますが、通常の製品では -20～ -30 dB程度です。

接続の質は、コネクタのタイプと、適切な清掃および接続の 2つの要因によって影響されます。
光損失の一般的な原因は、光ファイバコネクタの汚れです。コネクタは常に清潔にしておいてく

ださい。また、使用していないコネクタには必ずダストカバーを取り付けてください。

任意のケーブルまたはコネクタを取り付ける前に、クリーニングキットに含まれている汚れのな

いアルコールパッドを使用して、フェルール、ファイバ周囲の白い保護チューブ、およびファイ

バ終端の表面をきれいに拭いてください。

原因不明の光損失が生じる場合には、一般的な対処としてコネクタを清掃してください。

ガイドライン

システム内蔵のコネクタは、製造元で適切に清掃され、アダプタに接続されています。システム

を正常に稼働させるために、ユーザ側のコネクタを清潔にし、次の注意事項に従ってください。

•コネクタアダプタの内部は触らないでください。

•アダプタに光ファイバコネクタを接続する場合、無理に力を入れたりせずに、慎重に取り付
けてください。

•コネクタ未使用時またはシャーシの清掃時には、アダプタ内部またはコネクタの表面が汚れ
ないように、コネクタおよびアダプタにカバーを取り付けてください。

光ファイバコネクタを清掃する方法

コネクタの取り付けまたは取り外しを行うときは、コネクタハウジングを損傷したり、ファ

イバ終端の表面を傷付けないように十分に注意してください。汚れを防ぐために、使用または

接続していないコンポーネントには必ず保護カバーを取り付けてください。コネクタを取り付

ける前に、必ずコネクタを清掃してください。

注意

接続されていない光ファイバケーブルやコネクタからは目に見えないレーザー光が放射され

ている可能性があります。レーザー光を直視したり、光学機器を使用して直接見たりしないで

ください。ステートメント 1051

警告
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手順

ステップ 1 99%の純粋なイソプロピルアルコールに浸した汚れのない布で、前面プレートを丁寧に拭きま
す。5秒ほど待って表面を乾燥させてから、もう一度拭きます。

ステップ 2 清潔で乾燥したオイルフリー圧縮空気で前面プレートから埃を取ります。

ステップ 3 ルーペまたは検査用顕微鏡を使用して、フェルールの隅に埃が付いていないことを確認します。

開口部を直視しないでください。汚れが残っている場合は、前述の清掃手順を再度行います。
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付録 C
スイッチの再梱包

スイッチシャーシを返品したり運送したりする場合は、次の手順で元の梱包材を使用してスイッ

チを再梱包します。

手順

ステップ 1 シャーシを底パレットに収めます

図 39：梱包材

ステップ 2 梱包袋をシャーシの上からかぶせます。

ステップ 3 前面梱包材および電源装置用梱包材をシャーシの周りに取り付けます。

ステップ 4 電源装置用梱包材の枠の中に電源装置を収めます

ステップ 5 上部梱包材をシャーシおよび電源装置の上に載せます。

ステップ 6 ラックマウントキットおよびアクセサリキットを上部梱包材に載せます。
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パッケージを隙間なく箱に収めるためには、アクセサリキットを載せる必要がありま

す。

（注）

ステップ 7 外箱にパッケージ全体を入れます。

ステップ 8 外箱を上面で折り曲げて、梱包用テープで留めます。

ステップ 9 パッケージの上下に 3本の梱包用ストラップを回して、外箱と底パレットを一緒に固定します

図 40：梱包の完成図
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付録 D
トラブルシューティング

初回の起動時に生じる問題の多くは、スイッチングモジュールがバックプレーンから外れかかっ

ていたり、電源装置が電源コードコネクタに接続されていないといったことが原因です。初回

の起動時に動作温度が最大許容レベルを超えることはほとんどありません。このような状態が生

じるのは、長時間にわたり稼働した場合がほとんどです。長時間のモニタリング機能には、DC
出力電圧の問題を個別に報告する機能も含まれています。

• 使用する前に, 91 ページ

• システムコンポーネントレベルの問題解決, 92 ページ

• 起動時の問題の特定, 92 ページ

• 電源装置のトラブルシューティング, 92 ページ

• ファントレイのトラブルシューティング , 93 ページ

• ステータス LEDインジケータ, 94 ページ

• シスコ代理店への連絡, 95 ページ

• シリアル番号の確認, 95 ページ

使用する前に
システムの初回の起動が完了したら、次のことを確認してください。

•電源モジュールがシステムに電力を供給している。

•ファントレイアセンブリが作動している。

•システムソフトウェアが正常に起動している。

上記のいずれかに問題がある場合は、この章に記載されている手順で問題箇所を特定し、可能で

あればその問題を解決してください。上記の条件がすべて満たされ、ハードウェア設置が完了し

た場合、ソフトウェアリリースノートを参照して、ハードウェアサポート情報およびソフトウェ

ア警告を確認してください。
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システムコンポーネントレベルの問題解決
システムのトラブルシューティングで重要なのは、問題を特定のシステムコンポーネントに絞り

込むことです。まず、システムの現状と本来あるべき状態を比較します。起動の問題はたいてい

1つのコンポーネントに原因があるため、システムの1つ1つのコンポーネントのトラブルシュー
ティングを行うより、問題をサブシステムのレベルまで切り分ける方が効率的です。

スイッチは次のサブシステムで構成されています。

•電源装置

•ファントレイアセンブリ

シャーシファントレイアセンブリは、システムの電源が入っている場合はかならず稼動し

ている必要があります。FAN LEDがグリーンに点灯していて、ファントレイアセンブリの
作動音が聞こえることを確認します。ファン LEDがオレンジに点灯している場合、ファン
トレイアセンブリにある少なくとも 1つのファンが作動していないことを示しています。
ファンアセンブリトレイが正常に作動していない場合は、すぐに製品を購入された代理店

に連絡してください。初回の起動時にファントレイアセンブリが正常に作動しない場合に

は、ユーザ側で可能なインストレーション調整はありません。

起動時の問題の特定
起動シーケンスにおけるシステムの状態は、すべてLEDに表示されます。LEDを確認すれば、起
動シーケンスのどの時点で、どこに障害が発生したかを判断できます。

手順

ステップ 1 電源装置のスイッチをオンにします。システムファントレイアセンブリの作動音がすぐに聞こ

えます。

•電源装置が正常に動作していて、ファントレイアセンブリが故障していると判断される場
合は、購入された代理店に連絡してください。

ステップ 2 起動情報およびシステムバナーが起動時に表示されない場合は、端末が正しく設定され、コン

ソールポートに正しく接続されているかどうかを確認してください。

電源装置のトラブルシューティング
電源スイッチをオンにしても OK LEDが点灯しない場合には、次の手順で電源サブシステムに問
題がないか確認します。
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手順

ステップ 1 電源装置の OK LEDがグリーンに点灯していることを確認します。

• OKLEDがグリーンに点灯している場合は、AC電源またはDC電源が正常で、電源装置は動
作しています。

•それでも OK LEDが点灯しない場合は、AC電源または DC電源、または電源ケーブルに問
題がある可能性があります。

•スイッチの電源をオフにし、電源コードを別の電源（ある場合）に接続し、電源をオンにし
ます。

• OK LEDがグリーンに点灯した場合、最初の電源に問題があります。

•新しい電源に電源装置を接続してもOKLEDが点灯しない場合は、電源ケーブルを交換し、
電源スイッチをオンにします。

•これで OK LEDが点灯した場合は、最初の電源コードを返品し、交換してください。

この装置に複数の電源コードがある場合は、電源装置ごとにステップ 1を繰り返してください。

新しい電源コードを使用して別の電源にスイッチを接続しても OK LEDが点灯しない場合は、電
源装置が故障している可能性があります。

2番めの電源装置が使用できる場合は、その電源装置を 2番めの電源装置ベイに取り付け、製品
を購入された代理店に連絡してください。

ステップ 2 2番めの電源装置を備えている場合は、この電源装置に対してステップ1を繰り返してください。

次の作業

問題を解決できない場合、または電源装置かバックプレーンコネクタに問題があると判断される

場合は、シスコ代理店への連絡, （95ページ）を参照してください。

ファントレイのトラブルシューティング
次の手順で、ファントレイの問題を特定します。

手順

ステップ 1 ファントレイ上の FAN LEDがグリーンに点灯していることを確認します。
FAN LEDがグリーンに点灯しない場合は、シスコ代理店への連絡, （95ページ）を参照して、電
源サブシステムが正しく機能しているかどうかを確認してください。

ステップ 2 ファン LEDがオレンジに点灯しているかどうかを確認します。ファン LEDがオレンジに点灯し
ている場合、ファントレイがバックプレーンに装着されていないか、故障しています。
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次の手順を実行します。

•ファントレイを正しく確実に装着するには、非脱落型ネジを緩めてファントレイを取り外
してから、もう一度取り付けます。

•非脱落型ネジをすべて締めて、システムを再起動します。

•ファンLEDがオレンジのままである場合、システムが個別ファンの異常を検出しています。
製品を購入された代理店に連絡してください。

ステータス LED インジケータ
Actionコンポーネントアラームの種類ステータス

LED の表示

SyslogメッセージおよびSNMP
トラップが生成されます。

冗長構成が設定されている場

合、システムは冗長スーパー

バイザエンジンに切り替えら

れ、アクティブなスーパーバ

イザエンジンがシャットダウ

ンされます。

冗長ではなく、過熱状態が改

善されない場合、システムは

5分後にシャットダウンしま
す。

シャーシの温度センサー

がメジャーしきい値を超

過しています。

Major赤

SyslogメッセージおよびSNMP
トラップが生成されます。

状態を監視します。

シャーシの温度センサー

がマイナーしきい値を超

過しています。

Minorオレンジ

SyslogメッセージおよびSNMP
トラップが生成されます。

メジャーアラームおよび過熱

状態が改善されない場合、シ

ステムは 5分後にシャットダ
ウンします。

マイナーアラームの場合、状

態を監視します。

冗長スーパーバイザエン

ジンの温度センサーがメ

ジャーまたはマイナーし

きい値を超過していま

す。

Major

Minor
赤

オレンジ
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シスコ代理店への連絡
この章で説明されているトラブルシューティングの手順を行っても起動に関する問題を解決でき

ない場合は、シスコ代理店に連絡して、サポートや詳細な手順の説明を依頼してください。担当

者ができる限りすばやいサポートを行えるように、連絡する前に次の情報を用意してください。

•スイッチの受領日

•シャーシのシリアル番号

•ソフトウェアの種類とリリース番号

•メンテナンス契約書または保証情報

•問題点の要約

•問題を特定し、解決するためにすでに実施した手順の簡単な説明

シリアル番号の確認
シスコのテクニカルサポートに連絡する場合は、スイッチのシリアル番号が必要です。図は、シ

リアル番号の場所を示しています。show version特権 EXECコマンドを使用して、シリアル番号
を確認することもできます。

図 41：シャーシのシリアル番号
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付録 E
USB ドライバのインストール

• Cisco Microsoft Windows USBデバイスドライバのインストール, 97 ページ

• Cisco Microsoft Windows USBドライバのアンインストール, 99 ページ

Cisco Microsoft Windows USB デバイスドライバのインス
トール

Microsoft Windowsベースの PCをスイッチの USBコンソールポートに最初に接続するときに、
USBデバイスドライバをインストールする必要があります。

• Cisco Microsoft Windows XP USBドライバのインストール

• Cisco Microsoft Windows 2000 USBドライバのインストール

• Cisco Microsoft Windows VistaおよびWindows 7 USBドライバのインストール

Cisco Microsoft Windows XP USB ドライバのインストール

手順

ステップ 1 Cisco.comのWebサイトから Cisco USBコンソールドライバファイルを入手し、解凍します。

スイッチソフトウェアのダウンロード用のCisco.comサイトから、ドライバファイルを
ダウンロードできます。

（注）

Catalyst 6840-X スイッチシリーズハードウェアインストレーションガイド
97



ステップ 2 32ビットWindows XPを使用している場合は、Windows_32フォルダ内の setup.exeファイルをダ
ブルクリックします。64ビットWindows XPを使用している場合は、Windows_64フォルダ内の
setup(x64).exeファイルをダブルクリックします。

ステップ 3 Cisco Virtual Com InstallShield Wizardが起動します。

ステップ 4 [Ready to Install the Program]ウィンドウが表示されます。[Install]をクリックします。

ステップ 5 [InstallShield Wizard Completed]ウィンドウが表示されます。[Finish]をクリックします。

ステップ 6 USBケーブルを、PCとスイッチのコンソールポートに接続します。USBコンソールポートの
LEDがグリーンで点灯し、Found New Hardwareウィザードが表示されます。指示に従って、ドラ
イバのインストールを完了します。

Cisco Microsoft Windows 2000 USB ドライバのインストール

手順

ステップ 1 Cisco.comのWebサイトから Cisco USBコンソールドライバファイルを入手し、解凍します。

スイッチソフトウェアのダウンロード用のCisco.comサイトから、ドライバファイルを
ダウンロードできます。

（注）

ステップ 2 setup.exeファイルをダブルクリックします。

ステップ 3 Cisco Virtual Com InstallShield Wizardが起動します。[Next]をクリックします。

ステップ 4 [Ready to Install the Program]ウィンドウが表示されます。[Install]をクリックします。

ステップ 5 [InstallShield Wizard Completed]ウィンドウが表示されます。[Finish]をクリックします。

ステップ 6 USBケーブルを、PCとスイッチのコンソールポートに接続します。USBコンソールポートの
LEDがグリーンで点灯し、Found New Hardwareウィザードが表示されます。指示に従って、ドラ
イバのインストールを完了します。

Cisco Microsoft Windows Vista および Windows 7 USB ドライバのインス
トール

手順

ステップ 1 Cisco.comのWebサイトから Cisco USBコンソールドライバファイルを入手し、解凍します。

スイッチソフトウェアのダウンロード用のCisco.comサイトから、ドライバファイルを
ダウンロードできます。

（注）
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ステップ 2 32ビットWindowsVistaまたはWindows 7を使用している場合は、Windows_32フォルダの setup.exe
ファイルをダブルクリックします。64ビットWindows VistaまたはWindows 7を使用している場
合は、Windows_64フォルダの setup(x64).exeファイルをダブルクリックします。

ステップ 3 Cisco Virtual Com InstallShield Wizardが起動します。[Next]をクリックします。

ステップ 4 [Ready to Install the Program]ウィンドウが表示されます。[Install]をクリックします。

User Account Control警告が表示された場合は、[Allow - I trust this program]をクリックし
て先に進みます。

（注）

ステップ 5 [InstallShield Wizard Completed]ウィンドウが表示されます。[Finish]をクリックします。

ステップ 6 USBケーブルを、PCとスイッチのコンソールポートに接続します。USBコンソールポートの
LEDがグリーンで点灯し、Found New Hardwareウィザードが表示されます。指示に従って、ドラ
イバのインストールを完了します。

Cisco Microsoft Windows USB ドライバのアンインストー
ル

Cisco Microsoft Windows XP および 2000 USB ドライバのアンインストー
ル

Windowsの Add or Remove Programsユーティリティ、または setup.exeファイルを使用します。

Setup.exe プログラムの使用

はじめる前に

ドライバをアンインストールする前に、スイッチとコンソール端末を切り離します。

手順

ステップ 1 32ビットWindowsの場合は setup.exeを、64ビットWindowsの場合は setup(x64).exeを実行しま
す。[Next]をクリックします。

ステップ 2 Cisco Virtual Comの InstallShield Wizardが表示されます。[Next]をクリックします。

ステップ 3 プログラムメンテナンスウィンドウが表示されたら、[Remove]オプションボタンを選択します。
[Next]をクリックします。

ステップ 4 [Remove the Program]ウィンドウが表示されたら、[Remove]をクリックします。

ステップ 5 [InstallShield Wizard Completed]ウィンドウが表示されたら、[Finish]をクリックします。
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Add or Remove Programs ユーティリティの使用

はじめる前に

ドライバをアンインストールする前に、スイッチとコンソール端末を切り離します。

手順

ステップ 1 [Start] > [Control Panel] > [Add or Remove Programs]の順にクリックします。

ステップ 2 [Cisco Virtual Com]までスクロールして [Remove]をクリックします。

ステップ 3 [Program Maintenance]ウィンドウが表示されたら、[Remove]オプションボタンを選択します。
[Next]をクリックします。

Cisco Microsoft Windows Vista および Windows 7 USB ドライバのアンイ
ンストール

はじめる前に

ドライバをアンインストールする前に、スイッチとコンソール端末を切り離します。

手順

ステップ 1 32ビットWindowsの場合は setup.exeを、64ビットWindowsの場合は setup(x64).exeを実行しま
す。[Next]をクリックします。

ステップ 2 Cisco Virtual Comの InstallShield Wizardが表示されます。[Next]をクリックします。

ステップ 3 プログラムメンテナンスウィンドウが表示されたら、[Remove]オプションボタンを選択します。
[Next]をクリックします。

ステップ 4 [Remove the Program]ウィンドウが表示されたら、[Remove]をクリックします。

User Account Control警告が表示された場合は、[Allow - I trust this program]をクリックし
て先に進みます。

（注）

ステップ 5 [InstallShield Wizard Completed]ウィンドウが表示されたら、[Finish]をクリックします。
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